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はじめに
　（財）中部産政研は，（社）国際産業・労働研究センターと（社）関西国際産業関係研

究所の協賛のもと，第2回3研究所合同シンポジウムを6月23日，24日の両日，全ト

ヨタ労連研修センター“つこいの丘”で，180名の参加を得て開催しました。

　この3研究所合同シンポジウムは，関東・中部・関西で主に産業・労働問題を研究

するいすれも労働省の認可を受けた3つの研究所が，年1回，日頃の研究の成果を発

表しt研鐙を深める場であり，去年の京都での第1回に続き，今回は，第2回目とし

て中部で開催したものです。

　我が国の経済・産業を直撃する急速な構造調整ソつト化、国際化，技術革新．高

齢化なごの大きな変化の波は，勤労者の意識変化とともに，従来の生き方・働き方の

変革を迫り，またそれに対する適切な労使の対応が求められています。

　そこで，今回共通テーマとして，「新しいライフスタイルと労使の役割」を掲げ，国

際日本文化研究センター教授，名古屋大学教授（併任）飯田経夫氏より「日本経済と

新しいライつスタイル」，豊田合成株式会社取締役会長　根本正夫氏より「経営と人

間」，（社）産研センター理事長兼鉄鋼労連最高顧問　宮田義二氏より「これからの労

働運動・労使関係」の各講演を行い，さらに3研究所が日頃研究している内容の研究

発表と分科会による討議を行し、ました。研究発表は，（財）中部産政研から「高齢化に

対する人事・労務諸施策の研究」を村＃清主任研究員がt（社）産研センターから「我

が国企業における外国人労働者・研修生の受入実態と今後のニーズ」を稲垣武晴専任

研究員が，（社）産研から「人事・労務管理の国際比較一人的資源管理の日韓比較を中

心に一」を藤村博之研究員がそれぞれおこないました。

　この冊子はそれらの内容について，講演録研究発表記録としてまとめたものです。

今後の労使関係のご参考になれば幸いと存じます。

　最後に，講演記録作成に際し，多大なるご協力を賜わりました各講師の皆様に対

し，厚くお礼申し上げます。

平成元年9月

財団法人中部産業労働政策研究会
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開催団体・3研究所のプロフィール

財団法人中部産業・労働政策研究会

　（略称　中部産政研）

　中部地方を足がかりに国内外の社会，経済及び労使関係に係わる諸問題について，

調査・研究を行うとともに教育啓蒙活動を行い，我が国の良好な労使関係の形成と国

民経済の発展に寄与することを目的として，昭和63年8月に労働省の認可を受けて，

諸事業を行っている。

　○事務所　愛知県豊田市山之手8丁目131番地　　愛知労済　豊田会館3階

　○電話0565－27－2731

　0理事長　梅　村　　　郎

社団法人国際産業・労働研究センター

　（略称’産研センター）

　国内外の産業・労働問題に関して，主として，実証的な研究・調査を行うこと，労

使関係に係わる教育活動などを行うことにより，良好な労使関係の形成に資するとと

もに，国民経済の発展に寄与することを目的として，昭和60年8月に労働省の認ll∫を

受けて，諸事業を行っている。

　○事務所　東京都中央区日本橋茅場町1－11－9　　111本ビル8階

　○電　話　03－669－6325

　0理事長　宮　田　義

社団法人関西国際産業関係研究所

　（略称『産　　研）

　国内外の産業・経済・労使関係等の諸問題を研究・調査し，産業界・労働界等に提

供するとともに，教育啓蒙活動を行い，我が国産業の調和ある展開と国際協調の進展

に寄与することを目的として，昭和63年3月に労働省の認IT∫を受けて，諸事業を行っ

ている。

　○事務所　京都市左京区一乗寺竹の内町23　　関西セミナーハウス内

　○電　話　075－711－2115

　0理事長　大　宮　　　隆
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〈講演1＞

r経 営 と 人 間』

はじめに

　ただ今ご紹介いただきました，豊田合成㈱の根

本でございます。

　今日は「経営と人間」というテーマでお話しを

したいと思います。今回の合同シンポジウムのメ

インテーマは，「新しいライつスタイルと労使の

役割」ということですが，私は私なりに経営者と

人間という観点から，トヨタ自動車に約40年，豊

田合成に7年おりまして，その間に管理者，経営

者としてとういうふうに「人間」を考えてきたか

というような事もあわせてお話したいと思います。

私は学者ではございませんので，理論的にとうだ

という話しではなくて，私の経験談をお話しする

ことによつて，皆さんに一つでも二つでも参考に

していただければ，幸いだと思います。

　今日はレジユメを書いて来ませんでしたけれと

も，黒板にこれからお話しをする項目を書きます。

豊田合成株式会社

　取締役会長根本正夫

それを見ながらお話しを聞いていただきます。項

目が変わつたら黒板にまた書きます。ですから，

これはつまらんな，これは俺は知つているという

ことだったら，その時はお休み願つて，また新し

いテーマで，これは聞こうという時に目をパッチ

リ開けていただいた方が，効率的かと思います。

　それから，お行儀良く聞いていただくよりも，

楽に中身をゆっくり聞いていただいた方がうれし

いので，上着を取った方が楽な方は，上着を脱い

でいただきたいと思います。

1．環境の変化と経営の重点

　最初にお話ししますのは，「環境の変化と経営

の重点」ということです。

（1）5つの環境の変化

　経営者としては，環境がこう変わって来たかと

いうような事について，いつも，関心があります。

そして，経営者として今何をしなければいけない

かということを考えるわけです。

　①　国際化

　最近一番大きい環境の変化は何かというとやは

り，国際化の問題です。国際化というのはご存じ

のように政治，経済軍事なと全部をひつくるめ
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ての問題です。昔のように経済の問題だけが関係

があるということではなく，政治の問題も，軍事

の問題も絡んできます。

　たとえば，今の中国の政治問題はすぐ我々の経

営に関係してくるわけです。それから，ソ連がア

フガニスタンから撤退をしたという事も軍事問題

であれ，すぐ我々の経営に関係が出てくるわけで

す。

　②ハイテク化・情報化・高齢化

　それから，ハイテク化・情報化・高齢化。高齢

化というのは，一挙にごつというドラスティック

な変化はありませんけれこも，毎年1才すつ年を

とってくる，私も皆さんも年をとってくる，そう

いう除々にですけこも，絶対的に変化していく高

齢化の問題です。

　③価値観の変化

　それから，価値観の変化。この場合，価値観の

変化というのは人間の価値観ですけれこも，経営

の中にいる従業員の価値観の変化というのが一つ

あります。その他に，我々が造つて納めているお

客さん，お客さんも人間であり，価値観が変化し

ている。自動車部品を作つて，自動車メーカーに

納める。その自動車を一般の市民の方に使ってい

ただく。その方も人間なんですね。人間の価値観

が変われば，我々経営者として考える事もやはり

変えていかなければいけません。昔の人のように

会社のためにだけ一生懸命働くということはいや

だというのも，従業員としての価値観の変化だと

思います。

（2）経営の重点

　①　海外戦略

　こういう変化から，我々が経営の重点として考

えなければならない一番大事なことは海外戦略で

す。

　②新商品・生産技術の開発

　　　　　　　　一高級化・個性化への対応一

　海外戦略の次に大事なのは，新商品の企画と

か，生産技術の開発，こういう事が問題になつて

くる。これが，前に話した「変化」のここが効い

てくるかというと，国際化にも効いてきます。ハ

イテクも効いてきます。情報化も効いてきます。

高齢化もちよっと効いてきます。価値観の変化も

勿論効いてきます。この新商品の技術開発という

のは，これらの変化に対する経営の重点になるわ

けです。

　たとえば価値観の変化。先ほこお話しました，

お客様がこう変わつてくるかによつて．新商品の

技術開発だとか，生産技術がものすごく変わって

くる。実例をあげてみますと，私こもは自動車の

ハンドルを作つています。そのハンドルの種類が

ごんごん増えていくわけです。たとえばクラウン

1つとってみても，昔はデラックス用とスタン

ダード用と2つしかなかった。それが5種類，10

種類になつて20種類にもなってくる。私は今に．

100種類200種類になるだろうと思います。そして

最終的には，1人が1つすつ別なハンドルを持つ

ということになるだろうと思います。

　自動車，あるいは自動車の部品というのは，今

まで大量生産で利益を上げるということだったわ

けですがTこれから，5年先，10年先になります

と，大量生産では，お客様が満足しない。お客様

は「これは俺1人だけのものだ，これと同じもの

が他にあつてはいかん。」こういう事を言い出さ

れると思うのです。それが価値観の変化あるいは

個性化です。

　今一番変わりつつあるのは，高級化，個性化で

す。向こうから来る車が，自分の乗っている車と

同じ車だと，もういやな気分がするということが

起つてくる。昔は自動車の宣伝をする時に，「向

こうから来る車は私の車と同じだ」という宣伝文

句があつた。やはりそれは昔のことで，今では同

じ車が来たらいやだ，私の車は違うのだと言いた
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いわけです。そのために，グリルを替えたり，

モールを替えたりするわけですが，私はハンドル

も替えましようといいたいのです。今は全てみん

な丸いハンドルですが，3角形，4角形のハンド

ル．8角形のハンドルなごを作れば，もう個性化

の極だと思うのです。15角形でも，18角形でも人

によって何角形がいいと言えば．それを作ればい

いわけです。そういう世の中になるだろうと思つ

ております。同じ車が来ても．外形が同じでも．

「私のはハンドルが達うんだ」と，それで満足す

るわけです。

　皆さんは3角のハンドルでは運転がしにくいだ

ろうとおっしやると思います。でも，丸いハンド

ルでも下手な人は下手で，車庫入れでぶつけたり

するわけです。そこで，私は，「3角のハンドル

は，うまい人が使って下さい」とこういうわけで

す。車庫入れでも小指1つでバックするくらいの

うまい人は3角のハンドルでも使えるわけで，3

角や4角のハンドルを使う人は運転のうまい人だ

と思うのです。更にその3角のハンドルに、たと

えば色だとか，柔らかさ加減だとか，いろいろな

仕様を決めます。そしてある1人にそれを作つて

あげたら，次の人にはまた別のを作つてあげる，

これが個性化です。

　ですからt私はその時のために，カタログを沢

山つくつておき，そしてお客様にこんな話をしま

す。

　「太田さん，来年おたくの車を替えるときに，

ハンドルはとれにしましようか」と言つて，ハン

ドルのぶ厚いカタログを持つていくわけです。そ

してそのカタログの中から決めていただく。そし

て．太田さんが1つ選んだら．「このカタログの

このハンドルは他の人には売りませんから，あな

ただけのものです。」そういつて破り取り，残り

のカタログを持つて次のお客さんに行くわけです。

指定いただいたらそのカタログは弓1き抜いてお

く，という形式の売り方をしようと思います。そ

して，一番最後になったらもう1枚しかないか

ら，選択しようがないわけです。そうすると．そ

の方はそれに決める以外ない。その代わり値段が

安いわけです。

　ハンドルは普通，2万円から3万円します。で

すから，最後の方は2万円か3万円の原価でいい

のです。このぶ厚いカタログを持つていった最初

の所は，10万円か20万円する。それが，付加価値

なのです。個性化で付加価値を付ける。値段が高

くてもそれを買いたいという気持ちになるよう

な，そういう魅力をつけることが大切です。帰り

がけに，来年いかがしましようか，来年も一番最

初に持ってきましようか，一番最後にしましよう

かと言えば，「ちよっと高いけれとも一番最初に

してくれ」と言うに決まつてます。これが魅力の

ある付加価値のある製品なのです。

　これは企業秘密のようですけれこもですね，そ

う簡単には出来ないから私は言うだけ言っても大

丈夫だと思うんです。

　そういう所にも，新商品と生産技術が問題に

なってくるわけです。

　③　経営管理の重点

　今までの話は経営者が何をするかということで

したが，こんごは管理をする方の立場での重点に

ついてお話します。海外生産をする時の管理の重

点は，生産をする時の管理技術をこう移転するか

ということがます問題になつてくる。それは経営

者としては，うまくやってくれよ，うまく考えて

くれよという事しか言えませんけれこも，それこ

そ，部長さん課長さんが一生懸命勉強して，海外

の工場と連絡を取りながら，日本式管理手法をそ

のまま持つて行っていいのか．ここを直して持つ

て行つたらいいのかというような事を考えねばな

りなせん。

　たとえば，トヨタ生産方式というのがあります。
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それをそのまま持ち込んで問題を起こすといけな

いから，こうするのか。あるいは，TQC（トー

タル・クウオリティー・コントロール）・全社的

な品質管理を，そのまま持って行っていいのかと

うか，ここか気を付けるところがあるのか。そう

いう事は海外生産時の技術の移転方法として管理

の重点となります。

　それから，従業員の能力開発が重要です。これ

は「海外戦略」からも来ますし，「新商品」の事か

らも来ます。最後にこれとは関係無い労務の問題

があります。価値観の変化あるいは高齢化での労

務の問題があります。

　今日は，「海外生産をする時の管理の重点」と

「従業員の能力開発」を中心に経験を踏まえてと

りあげたいと思います。

ll．海外工場の管理の問題

（1）人間性の尊重

　海外工場における管理の問題として，一番目

は，人間性の尊重だと思います。私ともはミズー

リに豊田合成の工場を作りました。そこで，アメ

リ力人の工場長を雇いました。その人を豊田合成

に連れて来て1か月勉強してもらったわけです。

アメリカに帰る時に彼，ミスターグラハムに，こ

ういう事を感じ，こういうことをやろうと思った

か質問しました。彼が言うには，「私は1か月勉

強させていただいて，非常に感激した事感動し

た事があります。それは皆さんが，ライン作業者

に対して人間性を尊重してやつているというこ

と，みんな一人ひとりを人間としてあつかつてい

るということに感心しました。アメリカでは，経

営者が労働者をつかう時に，肉体労働を時間で売

り買いしているという感じでいる，ところが豊田

合成に来てその点（人間性を尊重している点）は

びっくりした。日本全体が同じかごうかはわかり

ませんが，私は豊田合成でそれを感じた。ですか

らbアメリカに帰つたら，まずこれをやりたい」

というふうに言っておりました。カルチヤーの違

いがあるからあまり押し付けてもと思っていまし

たが，彼がそうやってくれるというなら，「試し

にやってみてくれ」ということで，帰国させまし

た。

　何か月かして，私はミズーリ工場の開所式に行

きました。彼は私に言った通りのことをトライし

ていました。それはこんな事かと言いますと，壁

に作業標準書が張ってありました。この作業標準

書は誰が作ったのかと聞きますと，これは班長が

最初の草案を作り．それからみんなを集めて相談

し，みんなの意見を聞いたのだそうです。それ

で，出来上がったのがこれだと言うのです。私の

目から見れば，まだ少し不十分ですが，その過程

がよかったと思うのです。班長が作ってみんなの

意見を聞いて．それで決定をすることを，既にや

り始めているのです。その事がまさに人間性の尊

重だと思うのです。

　我々日本では当り前だと思うのですが，アメリ

カでは画期的なのだそうです。

　それから，もう少し見てみますと，塗装のとこ

ろに不良要因一覧表がありました。「あまり塗料

を薄くするとたれる」こか，「濃くするとプツが

付く」とかT「ごういう不良はこういう要因だ」と

いう一覧表が書いてある。それでこれは誰が書い

たのかと言うと，先程と同じような経過を経て作

られていた。これもアメリカでは，不良一覧表な

んて職場に張り出さないわけです。不良が出た

ら，その作業をした人が悪いのだから，「賃金を

弓1くそ」とだけしか言わないのです。ところがこ

の塗装工程には「こんな不良が出るかも知れな

い，出た時にはこういう要因なんだ」という事を

みんなで考えながら書し、たみんなの知恵が詰まっ

ている一覧表が掲示してあるのです。もちろんそ
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れは不完全であり，これから起こる塗装不良は，

もっと他の原因で起こるかも知れないわけです

がtその時は書き足していけばよいのです。大切

なことはみんなの意見を吸い上げて．みんなの意

見をまとめてそして作業をしやすくする，この作

業場のやり方は，みんなの意見を反映していると

いう事なのです。

　ただ，ここで気を付けるべき点は，みんなの意

見だけで仕事をしているということではなく，班

長が責任を持つてこれで行こうと決めていること

です。その過程でみんなの意見を吸い上げるとい

う，非常に大事な事をやり始めておりました。

我々より先にアメリカに行かれた方は既にやつて

いるかも知れない。けれこも，これからの場合に

は，こういう事をお考えになった方がいいのでは

ないかと思うわけです。

（2）　トヨタ生産方式（TPS）

　次は，トヨタ生産方式（TPS）です。アメリ

カに工場を作る時には，日本の豊田合成でやって

いるよりも，もつといいトヨタ生産方式の工程を

つくろうと思つて計画してますから，割とうまく

いきました。計画した通りの機械を並べればいい

のですから，人間が直接とうということはない。

一 多能工化一

　ただそれについて，仕事をする人が多能工でな

ければいけないというところが問題なのです。こ

存じの方も多いと思いますが，トヨタ生産システ

ムというのは，1台の機械に人が1人ついている

わけでありません。昔は1台の機械があればそれ

に1人つつ人が付いてた。ところがトヨタ生産方

式は3台あつても，人が順々に機械操作をやつて

いきます。倍の生産をするのだつたら，もう1人

の人が1台目t2台目，3台目と歩きます。この

トヨタ生産方式をやるには，多能工が必要です。

　「私は旋盤しかできません」ということではいけ

ないのです。旋盤の次にはボール盤があり，つラ

イス盤がある。それを全部1人がやりこなさなけ

ればいけません。かなり自働化されております

が，そんなに技能がなくてもいいが，少なくとも

何でもやれるという多能工でなくてはいけないの

です。

　アメリカは，職種が決められておりまして，溶

接工は絶対溶接しかしませんが，それでは困るわ

けです。私こもがアメリカで作ったハンドルの工

場では，ハンドルの中にある鉄芯の溶接もやり，

その鉄芯を中に入れて，樹脂の成形もする，成形

が済んだら塗装をする。塗装が済んだら検査をす

る。検査をしたら箱詰めをするという具合いに，

完全に多能化なのです。こういう仕事を全部やる

ということでなければ，成り立たないわけです。

　ところがtアメリカの労働組合は，多能化を認

めてないのですね。溶接なら溶接工の組合があっ

て溶接工の組合の仕事を他の人がやってはいけな

い。溶接をする場合は，溶接工の組合から人を貰

わなければいけない。それでは困るということ

で，これはトヨタ自動車がカリフオルニアに

NUMMlの工場を作る時に，前の労働組合と話し

をしてうんと職種数を減らしました。今度はケン

タッキーでももっと減らしているわけです。極端

に言えば，2種類しかない。ラインの作業者とそ

の工程を作る，いわゆる職人に当たる職種の2つ

しかない。極端にいえば，そういうような事で，

多能化を図ることが必要です。

（3）TQC（トータル，クウォリティー，

　：コントローJレ）

　それから，3番目はTQC。トヨタ生産方式と

いうのはこちらかと言うと，工数を低減して原価

を下げるというのが目的です。TQCはごちらか

というと，品質向上・不良低減が重点です。もち

ろん，品質不良がなくなれば原価も安くなります

が，TPSは原価中心，　TQCは品質中心，両方

併せてやっているというところがいいわけです。
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一 改善と開発一

　ここですこし余談になりますが．改善と開発に

ついてお話します。

　図一1を見て下さい。日本では改善と維持をく

りかえして品質を段々良くしていきます。

　しかしアメリカでは改善をしないのです。次の

開発があるまでは維持しかないのです。この斜線

の分だけ日本の自動車の方が良くなつていくわけ

です。

芒鷺．

？

→T

←開発（デベロップメント）

図一1　改善と開発

　このことをアメリ力人に話しましたら，rミス

ター根本，この「改善」と「開発」というのはよ

く分からんが，両方ともイノベーションか』とい

うのです。私は「維持」「改善」，「開発」を英語

で，メインテナンス（maintenance），インプルー

ブメント（improvement），デベロップメント

（development）と訳して説明したのです。とこ

ろが，「インプルーブメントと，デベロップメン

トというのは両方ともイノベーションと考えてい

いのか」と言う。それでは困る。図一1の開発は

イノペーシヨンでもいいが，改善は，イノーベー

ションではない。イノベーシヨンというのはtご

承知の通り技術屋が，ハイテクを使って，お金を

使ってやるわけです。

　ところが，この現場の改善ζいうのは，技術屋

がやらならくていいのです。一般作業員でもいい

し，職組長でもいいし，課長でも誰でもいいわけ

です。それからハイテクは使わなくてもいいので

す。「常識」でいいわけです。品質管理で言う常識

にちよつと毛の生えたような7つ道具みたいなも

のを使って，お金もほとんご使わなくていい。こ

れだけの違いがあるわけです。

　このような「改善」とし、う概念はアメリカにな

いので適当な英語は見当らないということでした。

そこで，それからはrKAIZEN」と書いて教える

ことにしました。

　この「改善」という問題を．会社の人を4つに

分けてもう1つ別な角度から見てみます。

　その4つとはトップ，ミドル，フオアマン，そ

してラインワーカーです。「維持」の仕事は，職組

長の半分ぐらい，それから，ラインワーカーの9

割ぐらいです。それで改善は．職組長は半分，そ

れから，ラインワーカーは1割ぐらいです。「改

善」を先に説明しますと，改善の提案をすると

か．QCサークルで改善をするとかつていうのが

「改善」にあたります。一般の人（ラインワー

カー）で10％程度とこんなに小さいのかという

と，これはもう頭の使い方とか，時間の使い方で

このくらいだと思うのです。一般の作業者という

のは朝から晩まで，繰り返しの仕事をしているわ

けで，それで給料をもらっているわけです。です

から，「お前とのくらいの改善をしたか」と，「改

善したら給料をもっと増やしてやる」というよう

な事は，いちいち言ってないのです。きちつと決

められた仕事をするというのが，給料なのです。

その他に，頭を時々使つてくれと言つてひと月に

2回か3回集まるのが，QCサークルという活動

です。

　それから，提案制度ですが，提案制度は出さな

ければ罰するというものではないですが，提案を

ごんごん出すことによってその人の気持ちがよく

なる。そして，みんなが経営に参画するという感

じが出てくる。こうした事が大事なのです。

　それから職組長になりますと，半分は改善のた
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めに給料を貰っている。このことがアメリカでは

分からないのです。職組長が改善をするというの

はこんな事だろうか。よくよく考えてみたらアメ

リカでは，この職組長というのは決められた事を

やるだけだから改善がないわけです。こちらかと

言うと，「改善」がなくて「開発」（イノベーシヨ

ン）と「維持」だけです。イノベーシヨンのある

までは何にもしないということがアメリカなので

す。ついでに各職位別の任務について考えて見ま

しよう。図一2を見てください。日本ではトップ

にも部課長にも「改善」と「維持」があります。

職組長に至っては「改善」と「維持」が半分半分

なのです。職組長は維持の方も大事なことなので

す。これは後からお話ししますが，改善も大事な

のです。日本にはこの改善があるのですが，アメ

リカにはこれが無く，これが大きな特徴です。

　ところが，最近私が伺った日本の会社でも，こ

の「改善」という概念が無いところがありました。

「根本さん先程の講演で，職組長の改善というお

話しをされましたね。職組長の改善というのは何

ですか。改善というのはQCサークルの改菩だけ

でいいじやないですか。」こういう質問があるの

です。それは非常に大きな間違いなのです。QC

サークルというのは，一般の作業者で10％ぐらい

ト　ッ　フ

部　課　長
（ミドル）

職・組長
（フオアマン）

　一般作業員
（ラインワーカー）

図一2　職位別任務
90％　100％

しかないわけです。月に1時間すつ，2回か3回

寄って，大きい改善ができると思ったら大間違い

です。難しい改善をQCサークルに頼んではいけ

ないのです。それは職組長がやらなければいけな

いのですと云うと先方は，「なるほこ職組長はそ

ういう大変な仕事があるんですか。」というので

「おたくはそういう仕事を与えていないんです

か」と私が云い返すと。「いやあうちの職組長は

材料が無いといって飛び回るとか，あるいは作業

員が足りなくなるからと飛び回るとか，そういう

ような事ばっかりやって，走り回って汗をかいて

いるのが現状だ」という話でした。あ〉それはト

ヨタ自動車の40年前の話と同じことだなというふ

うに思いました。

　私も40年前には，社宅の風呂に入つたりします

と，職組長さんが風呂に入り洗いながら言ってる

のをよく聞きました。「今日は，仕事が忙しかっ

たよ，材料が足りないもんだからTあつちへ走り

こっちへ走り，本当に今日は仕事をした感じがし

た」と，こう言うのです。そんなのは本当は仕事

ではないのです。そんな事に頭を使うようでは困

るわけです。それは，斉々と部品が流れて来るよ

うにする，流れて来なかったら止めればいい，と

いうトヨタ生産方式をやりさえすればいいわけで

す。トヨタでもトヨタ生産方式をやる前は，とに

かく走り回って汗をかけば仕事をした，それで給

料を貰えたということだったのですが今は違いま

す。職組長の半分は自分の職場の改善をする、今

10人でやっているけこも，9人でやるためにはと

うしたらいいかということをいつも考えているわ

けです。

　それからもう一つは「維持」の仕事です。自分

が教えた仕事をしつかりその通りにやられている

かごうかということを，確かめに回っています。

これは「維持」の仕事です。異常が起きたらその

まま仕事を続けてはいけなく，ラインをストップ
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する。昨日までなかった不良が今日出始めた，と

うして，何か工程で変わつた事があるのか，何か

思い当たる事はないかと，聞いてすぐ対策を立て

るのが，職組長の仕事です。

　ついでに言いますと，こういう「維持」の仕事

の中で職組長がやるべき「維持」の仕事と，一般

作業者がやるべき「維持」の仕事はちよっと違い

ます。それはまた後でお話しします。

　それからTQCの中で，　QCサークル活動とい

うのがあります。QCサークル活動がそのままア

メリカで出来るかごうかということがまた問題で

す。QCサークル活動というのは，末端の作業者

が，5人から10人ぐらい集まってサークルを作

り，月に2回か3回会合を開いて自分の身の回り

の不良を退治しようというものです。

　ところが，これをアメリカやイギリスに持つて

行きますと，「それは職組長の仕事とごう関係す

るんだ」ということが質問に出てきます。この点

日本ではすこし曖昧なのです。日本では，職場の

不良がこうあります。1番大きな問題から，2番

目ぐらいまでは職組長が自らやります。その次以

降の問題になりますと，QCサークルのように身

の回りで解決できる問題がころがつているわけで

す。これを．「お前たちのQCサークルでやった

らこうだ」とアドバイスをすると，「それはやり

ましよう」と言つてやつてくれるわけです。この

場合の職組長と一般の人との関係をごう考えるか

ということです。もともとこれは，不良を退治す

ることですから，そこの職場の職組長の仕事なわ

けです，だけこそれを自主的に編制をしたQC

サークルやってもらつているわけです。それで，

改善をする責任は職組長と一般のとちらにあるの

ですか，というところが問題になつてくる。この

辺りは，日本は非常に曖昧なのです。職組長はQ

Cサークルがやつている事を，後ろにいて知って

いるわけです。付かず離れす知つているわけです。

「あ〉やっているな」，「あ〉あれで改善をすれば

成果が上がるぞ，そしたらみんなが喜ぶぞ」，「喜

んだら花を持たせてやろうという」気持ちが職組

長にはあります。

　職組長がそうやつてうまい具合いにQCサーク

ルに花を持たせて，気分良くさせている。それで

また次の改善をしましようということになる。花

を持たすというふうに考えると，なんだか上手に

使っているようですが，実は「あ〉改善というの

はそういうふうにすればいいのか。」と，意欲が

湧いてその上に能力が出てくるわけです。能力が

高まるということは本人にとつても嬉しいことだ

し，会社にとってもいい事なのです。ですから，

そういう事でQCサークルをやるわけですが，多

少，責任と権限というような所で曖昧な部分があ

るのです。日本全国のQCサークルにその曖昧な

部分がありながら，もう20年も30年も皆さん続け

ているわけです。日本というのは曖味なままやっ

ても，あまりおかしくない社会です。ところが，

アメリカやイギリスは．「その曖昧さがこうして

も納得いかん」と言うわけです。だから，日本の

ように「自主的なサークJLだ」なんてし、ったらも

うQCサークルは，できないのです。

　それで，アメリカやイギリスでは．QCサーク

ルのいいところを取って，職制がやろうと言いだ

してし、るわけです。たとえば班長が，みんなを集

めて，こういう問題についてはあなたたちはこう

思うかというふうに意見を聞くのです。その会合

は職制が責任を持ってを聞いています。それで．

意見をごんごん吸い上げて，まとめて「よしこれ

で行きましよう」という時には，もう職制そのも

のですから．それで行こうと決めていいわけです

ね。ですから，その限りでは曖昧さがない。職制

がみんなの意見を吸い上げるということを仕掛て

いるわけです。

　ケンタッキーでも，班長の場合はまだ労働組合
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員ですから，班長がみんなの意見を聞いて，そこ

で，ゴーを掛けてはいけないことにしました。班

長（チームリーダー）からもう一つ上のグループ

リーダーに提案をするという格好にしました。グ

ループリーダーがよしやれというふうに決めるわ

けです。’

　それからもう一つ，イギリスの例があります。

もともとアメリカの会社ですが，ヒューレット

パッカーという会社では，今の職制の会に，ワー

クシヨップグループという名前を付けました。

ワークシヨップグループというのは，職場の人が

全員寄って改善の事を考えるということなのです。

職制がリーダーになつて，みんなの意見を聞くと

いう会を月に2，3回開くわけです。これはイギ

リスでもやはり，自主的なサークルという曖昧さ

はやっぱり好まれなかったのではないかと思われ

ます。このようにOCサークルを，アメリカやイ

ギリスに持つて行く時には，考えてやらなければ

いけないということがあります。

　ここで日本のQCサークルについてもひとこと

私の意見を述べてみたいと思います。それは，こ

の日本の曖昧さというのを，いつまでも曖昧に

放っておいていいかというと．これはちよつと問

題です。後から後から続いて来る若い人たちが，

　「あんな曖昧な状態でいいのか」というような事

を言い出すようになる。ですから，もう少し日本

においてもすっきりさせた方がいいのではないか

という気がしております。

皿．能力開発の重点

（1）海外要員の能力開発

　次に，「能力開発の重点」をお話したいと思い

ます。これは，いろいろありまして，海外要員の

能力開発ということについては私ともの会社にお

ける海外戦略が遅れており，トヨタ自動車がケン

タッキーに出るという頃からやつと，海外に出な

ければいけないなということを考えついたわけで

す。従つて海外に行つて指導するという要員を，

5年前，10年前から育成してはいなかつたわけで

す。ですから，差し当たつて今いる人間を順々に

出しながら，向こうに必要な技術について，移転

をしたわけです。ところが考えてみますと，ハン

ドルの塗装に問題があればその技術員が行つて教

えるわけですが，その時にハンドルの鉄芯の話を

聞いても，鉄芯の話しは知らない人だと，また次

に鉄芯の技術屋が行かなければいけない。何人も

何人も技術屋が行かなければならなくなります。

日本では，技術屋が非常に沢山の専門に分かれて

おります。しかし外国で指導する時には，何でも

できる万能選手が欲しいわけです。これは，多能

化要員と言つてもいいのですが，万能技術屋です。

製品設計もでき，機械設計もできるという人間が

欲しくなります。機械を設計する事はできるが，

実際故障が起きた時に，油まみれになつてそれを

直す事はできない，そういう技術屋が割と多いの

です。しかし万能の技術屋でないとアメリカに

行ってやれないわけです。

　それで，2年ぐらい前から，海外に行つて指導

する多能化要員を計画的に訓練しはじめました。

その本人はいろんな事を勉強しなければなりませ

んから，大変です。大変だけれこも，大変な事を

こなすような能力がある人として選んだわけです
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から，選ばれた人は選ばれたと思つてやつてもら

うわけです。また，その人は海外へも行かなけれ

ばいけないから大変です。「大変だけれこも，そ

れをやつてくれ，だけご嫌なら最初から断つてく

れんか」と私ともは，本人に働きかけるわけです。

　幸に，「私は海外に行きますよ」という元気の

いい人，しかも，これから勉強すればできそうな

人がいるので，助かつています。

（2）ハイテクと情報化

　それから，ハイテクと情報化です。これについ

て行けるような能力をみんなが付けなければいけ

ないわけです。みなさんの中でも，50歳に近い方

は，ハイテクだとか，情報化には．もうついて行

けなくなつたという感じをお持ちの方もあると思

うのです。私もなかなかついて行けません。もう

ワープロもやっていません。ですから難しいマイ

コンの操作はなかなかできなく，老兵は去れとい

うような感じを持つこともありますけれこも，当

社の従業員に対しては，今後そういう不便を感じ

させないように，出来るだけハイテク化，情報化

におくれないような訓練をする。そういう事に心

がけております。

　ただ，これをなんでもかんでも100点になるよ

うにやれというとこれは難しい事なのです。やは

り素質が必要です。素質のある者に教育しない

と，根っから素質の無い者に強制すると．それは

「角をためて牛を殺す」ことになつて，本人がノ

イローゼになつてしまいます。ノイローゼになり

そうな人は早めに察知して教育をやめた方がいい

ですね。

（3）工場部門の空洞化対策

　それから，3番目に工場部門の空洞化対策です。

私は，NlES諸国の技術レベルが上がっていま

して，我々がやつていた仕事の中で，比較的東南

アジアの諸国でやれるような物は，向こうに出し

てやろうと考えております。いつまでも．「お前

たちは製品を買うだけでいいんだ，作る事は全部

うち（日本）がやるから」と言っていたら，我々

が作った車を買ってくれるお客さんも増えないか

らです。ですから，彼等にやれるような事は彼等

にやらせ方がいい。それで少しずつは，贅沢して

もらわなければいけません。その時に，とうして

もうちでやらないと危ないというものはうちでや

る。新しい技術でやり始めた仕事は暫くの間はう

ちでやり．安定したら出す。まずは台湾に出す，

その次タイに，シンガポール，中国に出すという

ような事だと思うのです。

　そうすると，豊田合成の中では空洞化が起こる

わけです。東南アジアで出来るような作業は移し

ますから，少しすつ空洞化が起こると思います。

空洞化は絶対にないと言つたら嘘になるのです。

ただ今は超繁忙の時ですから，こんな空洞化の話

をしても誰も乗つて来ませんけれこも，私は将来

的に必す起きると思います。

　その時にごうしたらいいか。現場には作業員が

沢山いるわけです。現場で働いている方でも，図

面を書いたり，機械の設計・製作したりすること

ができるわけですから，その現場で働いている方

を，技術の方に持ってくる。ただ，この中の全員

に行つてもらう必要は無いのです。空洞化は1割

とか2割ぐらいですから，1割でも2割でもいい

わけです。この1割か2割の人を技術部の方にシ

フトする。少し考えると，「技術部にシフトなん

かとてもできない」と思うでしようが，技術部の

中でも試作あるいは，実験部門があり，繰り返し

の仕事をするところがあるわけです。それから検

査をするところもあります。こうした部署は，手

先の器用な人なら，現場の人でこのくらいの事は

わけなくこなせるわけです。これも選べばいいわ

けです。あんたはこちらに行ってやつてくれと。

いずれこちらが空洞化するから，2割ぐらいの人

間はそちらに行こうじやないか。実際こういう所
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は，現場と技術という意味では，この中間にある

わけです。この中間の所に現場の作業者が来ても

らえばいいと考えます。

　さらに実験したり，試作にいる人の中で，研究

や開発をすることが出来る人がいるわけです。そ

れは押せ押せで技術開発に行けばいい。5年から

10年ぐらい先には，順々にこうやってシフトをさ

せなければいけないだろうと思うのです。

（4）環境の変化に迅速に対応できる能力

　それから，4番目は環境の変化に迅速に対応で

きる能力です。これは管理者1監督者全員が環境

が変わったから部課長も，職組長もこういう事を

やればいいかということを考えで，それをごんご

ん改善して行くことが必要です。先ほとお話しし

ましたように，日本でこの改善というのはものす

ごい強みなのです。みんなが改善できるというと

ころが強みなのです。

一 方針管理一

　そのために方針管理と日常管理がある。方針管

理は簡単に説明しますと，先す最初は社長が考え

るわけです。昨年1年間で何が悪かったか。ま

ず，品質の問題で考えます。品質の問題で昨年1

年問題だったのは何だろうと。こういう問題が非

常に悪くて，お客さんに信用を落しそうだという

ことがあれば，来年はそれを徹底的に改め，お客

さんの信用を取り戻そうというような事を社長が

決めます。それを部長クラスと相談します。「来

年はこれに力を入れてやつてみようと思うが，み

んなはとう思う」と。部長クラスでそうだとなれ

ば．「それでは，その間題の中でも一番重要な問

題は何にしようか。問題点1をA部長が担当して

くれ。次の間題点はB部長が担当してくれ」って

割り振るわけです。また，「これはA部長が担当

して主にやるけれこも，C部長が協力をしてくれ

よ」という協力部署も決めるわけです。そしてス

タートを切ります。それを6カ月後に中間点検を

し，1年後に最終点検をします。この点検を含め

て方針管理と言うのです。

　これもアメリカではやれないわけです。何故や

れないかと言いますと，この方針管理の中で一番

大事な事は，部門間の連携ということなのです。

会社の重要な問題は，必ず部門間の連携をしなけ

れば出来ません。1つの部だけで解決できるとい

う問題はほとんご無いわけです。「この間題はD

部長が中心になるけれこも，E部長とF部長が協

力してくれ」というように，部門間の連携をとる

ということが，非常に重要です。それが，日本で

はうまく出来るが，アメリカでは出来ない。方針

管理は日本ではうまく進むけれこも，アメリカで

は進まない。アメリカでこうして進まないかと言

うと，手伝ってやって相手が点数が良くなった

ら，上の方から非常に高く評価されます。その分

だけ自分の評価が低くなつてくる。誰かをクビに

するような問題がでたとき，自分の方がクビに

なってしまう。だから，つまらないわけです。手

伝ったら損という認識なのです。日本では黙つて

いても会社の方針で，始めたことに対して協力要

請があれば，嫌といわないのです。アメリカでは

絶対にそれがない。だから方針管理をやってもう

まくいきません。日本ではうまく進む。そういう

ふうに部門間の連携が非常にうまく取れるという

ことがあります。

　もう一つ，この方針管理の大事なところは目標

を決めるだけではなく，何をしたらいいかという

方策も決めるわけです。実は昨日ある所で講演を

しましたら，方針管理と目標管理とここが違うん

ですかという質問がありました。アメリカでは目

標管理と言つていたわけです。それが日本に来

て，目標管理をやり始めたけこも，目標管理だけ

ではだめで，方針管理にしようと言いだした。そ

の意味は目標と方策があるというところが違う。
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認膨

塾
目標だけなら，目標管理でいいわけです。目標だ

け与えて，たとえば，今年は車を千台よけいに売

ろうじやないかという目標を決めます。そうする

と，社長は何を言うかというと，「頑張れ頑張れ」

だけです。目標を決めて「頑張れ頑張れ」だけで

なく，方策を決める。とうしたらいいだろう。こ

ういう事を考えて，とういう事を実施したら，千

台よけいに売れるようになるだろうと，それを自

分も考え，みんなも考えてくれて，そうしてやる。

ここのところが大事な所です。

　従って上司が点検するときも，方策が考えた通

りうまく進んだか，そして目標は達成したかとい

うように点検しなければなりません。「目標は達

成しました，だけと最初決めた事は何にもできま

せんでした」ということはTQCでは許されませ

ん。方針管理をしつかりやっていれば，ここの部

長，ここの課長，ここの管理者がうまく改善をし

てくれるかというのは良く分かるわけです。

IV．労務管理の問題

（1）いきいきした明るい職場づくり

　この労務管理の問題は本日のメインテーマのラ

イフスタイルの問題と関係するものです。先ず私

は生きがい，働きがい，いきいきした明るい職場

作り，これを非常に大事にしています。いきいき

した明るい職場という時の「いき」というのは

「生」なのか，「活」なのか，こちらでもいいとい

う人がいますから，私はひらがなで書きます。

ごつちにしても，両方含んでいるわけです。生き

がいのイキと生き生きしてるという事と，それで

いきいきした明るい職場づくり，そんな職場が出

来ないようでは，会社が儲けてもだめだと私は思

うのです。

　日本の経営者はほとんこそう思っているのです。

今期の利益が出るか出ないか，そればかり心配し

て，従業員に生きがいがあるのかごうか，いきい

きした明るい職場が出来てるのかごうか，それが

出来なくて利益だけが上がつても，私は経営者と

しては失格だと思います。利益も上がりいきいき

した明るい職場ができて，初めて経営者として合

格だと思います。

　それで，アメリ力人に聞くとアメリカはそんな

事は全然考えないのです，利益が上がりさえすれ

ばいい。労働者をこき使うという感じがしている

わけです。

（2）「会社の仕事」と「個人の生活」の両立

　それから2番目は会社の仕事と個人の生活です。

これも，新しいライフスタイルに関係するわけで

すが，最近の世論調査なごでは，あなたは会社の

仕事を大事にしますか，個人の生活を大事にしま

すか。そのこっちかを取れというわけです。私は

そういう問い方は好きじやない。会社の仕事と個

人の生活が両立するようなそういう雰囲気でなけ

ればいけないと思うのです。これは両立を図るべ

きだと思い，また認める雰囲気づくり，そういう

風土を作れるといいなと思っております。労働組

合の方と一緒にお話しする時に、職組長が特に年

次有給休暇がとりにくいという話が出ます。その

ときに私はこういっています。「職組長はたしか

に重要な任務をもっているので休みにくいだろう

けれこも，自分が休むときの仕事の手順を決めて

上司や部下に頼んでおけばよい。」
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（3）パート・定年後の働き方

　次はtパートのおばさんだとかの問題です。そ

れから定年後の働き方tこれは研究しなければし、

けないと思うのです。定年後の働き方について

は，2人同じ職場で定年になったら，もう年を

とっているからそう朝から晩まで仕事をするのは

いやだ，こうせ年金も貰えるしという事だった

ら，2人で1人という働き方を考えてみたらこう

か，1日の半分働くあるいは1日おきに働く，そ

うすると，10万円そこそこだから．税金にも関係

しないという事になつて丁度いい。年寄りの隠居

仕事としてもやれるような仕事を，2人で1人分

というような事を考えれればいいと思うわけです。

　パートのおばさんたちは労働組合に入つていな

い。労働組合もパートのおばさんの給料まで責任

を持たされてはかなわんというような気もあるだ

ろうし，労働組合に入ると給料の水準を高くしな

ければならないということにもなります。そうす

るとパートのおばさんも困るわけです。パートだ

からやれるt従業員になると就業規則に縛られて

しまう。でも4時になったら帰れというわけにい

かない。やはり5時までやって，残業があるなら

9時までつき合わなければならない。だから，

パートのおばさんはそういう点では，自由勤務で

ある。その代わり給料が安い。そういうような働

き分け，住み分けをするということも必要ではな

かろうかと思うわけです。

V．職組長の改善とQCサークルの
改善

　改善の任務は部課長も職組長も持っています。

ところが「QCサークルの改善はやっています

が，職組長の改善というのは何ですか」という会

社がありました。

　「多分おたくのQCサークルは段々低調になっ

ているのではないですか」と質問しましたら，

「実はそうなのです」ということでした。

　こういう会社ではQCサークルが改善しても上

司の部課長や職組長が関心を持たないし，相談に

行ってものってくれないという状況なのです。

　低調になるのがあたりまえなのです。

　本当ならばTQCの一貫としてやればよいわけ

ですが，「TQCをやる程の決意がつかないから

QCサークル活動だけでもやろう」というのであ

れば，せめてQC教育だけでも上から順にやって

改善の実践を通じて上司が皆QC的改善を身につ

けるようにした方がよいと思います。

　そうすれば職場のむつかしい問題は職組長自ら

取り上げ，比較的やさしいテーマをQCサークル

にやつてもらうことになります。

　QCサークル活動は，皆でわいわいがやがや討

論して意欲の向上，いきいきした明るい職場を作

るということに最重点があるわけです。

　勿論結果として二大きい効果が出ることはあり

ますが，最初から大きい効果だけをねらうという

ことではいけません。そんなにテーマがたくさん

あるわけがないのです。

　QCサークル活動を長続きさせようと思うなら

ば，職組長の改善とQCサークルの改善の違いを

よく理解して進めることが重要です。

VI．維持・管理能力の育成

　6番目は維持・管理の能力の育成のことです。

維持・管理というのは，維持と管理が同じ言葉に

使つてあります。これは，改善に対して言つてい

る言葉です。改善というのは，ダムを1つ上がる

のを改善と言います。維持というのは，その状態

を続けることをいいます。これは管理と言っても

同じです。この管理という言葉が日本では曖昧な

のです。「職組長の仕事は維持と改善だ。半分す
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つあるんだよ」というふうに言っておりますが，

その職組長の改善の仕事は先程お話しましたが，

維持の仕事も大事な仕事なんです。維持の仕事と

いうのは非常に映えないのですt映えないけれこ

も，非常に大事です。この維持の仕事が無くて改

善ばかりやっていたらだめです。改善の方はこれ

これを改善しましたと上に報告すると，上が喜ぶ

わけです。「お〉そんないい事をやってくれたか。

会社がこれだけ儲けた」なんていうことになるの

です。しかし，維持の仕事をやりましたでは，あ

まり上は喜ばないのですね。「なんだ当り前の事

をやったんじやないか」と思うわけです。「実は

私の部下がいつていたことですが，昨日現場を

回つていたら，言つた通りやっていない。おいこ

うして私が教えた通りやつてないんだと聞いた

ら，それは，組長さんが私に教えてくれなかつた

じやないですかと。私は見様見真似でやっている

だけですよ。そうか，教えてなかつたのか。それ

じや改めて教えるけご，と言つて教えました。そ

うしたらよくやつてくれるようになりました」

と，こういうような説明を上に報告しても上は，

「なんだ，お前最初からしっかり教えなきやいか

んじやないか」，と言われるだけなのです。それ

で点数が下がってしまうのです。

　ですから，本当はそれが職組長の維持の仕事の

一番大事な事なのですけれご，ほとんこそれをや

らないのです。

　ですから，私はこの維持の仕事を説明するの

に，P－D－C－Aの絵を描いて説明をすること

にしています。図一3プラン・ドウ・チェック・

アクションのこの絵を描いて，職組長にしっかり

やつてもらうようにしているわけです。このプラ

ンという時のPは標準を作る，標準を決めるとい

う意味ですから，S（スタンダード）と書いても

いいですね。ドウでそれを実施させる。次にそれ

をチェックする。チエックは2つあります。1つ

A P（S）

C D

図一3　管理のサイクル（維持）

は監督者が回って行つて，さつきお話したように

自分の教えた通りやっていない，標準通りやつて

いない。これを私は標準外れと言いますけれこ

も，標準外れを探す。これを探すということはな

かなかやれない事なのです。

一 標準外れ一

　少し昔の話になりますが，ある会社に行きまし

た。10人ぐらいの女性作業員が向こうからコンベ

アーで流れてくる製品の作業をしていました。弁

当箱の蓋みたいな製品を作るその職場に来まし

て，私が後ろから見ていたのです。そしたら真中

の女の子が流れてきた製品の蓋をパッととって上

に赤ペンで印をポンと付けるのです。中の仕事を

すると同時に赤ペンで日］を付けるという仕事なの

です。これは多分，中の仕事をしたんだよという

確認のために赤い日］を付けているんだと思つたで

す。ところが，ずつと見ておりますと，赤ペンを

置かないのですよ。あっ置かないから何かするな

と思ったら，まだ中の仕事をしてないのに，これ

から来る製品にポンと印を打つているのです。は

はあんな事をしているなというふうに思つて暫く

していると，また持ってですね，あ〉またやるぞ

と思つたら案の定ポンとやるのです。

それで私は，付いていた班長さんにあれでいい
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のか聞いてみました。案の定班長さんは気付いて

なかった。私は5分そこにいて探したことを班長

さんは毎日見ていて気付いてなかった。教えた通

りにやつているかごうかを見ることが重要であ

り，作業をしているかごうか見ている必要はない

のです。

　こんな事をやられてたら，昼飯に行つて，それ

で帰つて来た時にそのちよんちよんと印を付けた

製品がす一っと流れて来たら，これは赤ペンが付

いているから仕事が済んだと思ってしまうのです。

それで次の人がごんとん仕事をしていく。そうし

たら，新たにクレームが起こって，ちやんと赤い

ペンが付いている。絶対起きないはすの事が起き

たと，こういう話しになつてしまうのです。

　その班長は気が付きませんでしたと言いました

が，実際は気が付いているのかも知れません。標

準外れを見逃しているのです。これはもう，決定

的な事です。監督者としては，こういう事をやら

ないでおいて，環境が変化したからこうのこうの

という状態ではないわけなのです。そういう人に

は環境の変化ということなご言わないで，この事

だけしつかりやつてくれと言わなければいけない

のです。

　会社の中でも，現場にいる一般の作業者にはこ

ちらの方が大事なのです。環境が変化したからと

し、う事よりも，きちんとやるべき事をやる事の方

が大事なのです。これは環境の変化があろうと無

かろうとやってくれなければいけない事なのです。

物ごとには環境が変化したら変えなければいけな

い事とT環境がこうあろうと変えてはいけない事

とあるのです。やるべき事をきちんとやることは

変えてはいけない事なのです。環境が変わったら

標準外れを少しぐらいやってもいいじゃないかと

いう事にはならないわけです。

一 突発異常一

　その次は，標準外れはしつかり見て．標準通り

やつているけれとも，突発に異常が起きるという

事があります。この異常は作業者が発見する事

も，職組長が発見する事もあります。少なくと

も，作業者が発見したら，班長さんに連絡しなけ

ればいけません。連絡をうけた班長さんはみんな

を集めて原因を調べます。

　そして．アクション。アクシヨンというのはま

す，すぐ復旧するということがありますね。要因

を調べてすぐ手を打つ，緊急の処置をする，そし

て復旧をするということです。それともう1つ

は．同じ過ちを再びしないよう再発防止をする，

この再発防止が大事な点です。アクションという

のは，ただ修理をするだけではなく，再発防止が

大事なのです。

　この異常の話をちよっとしますと，これは豊田

合成の話ですが，ある作業場での作業台ですっと

仕事をしていた。コップ状の樹脂製品に塗装をす

る作業です。最後の検査をしたら，塗装の剥げか

けているのが見つかったわけです。その検査の人

はこんな剥げかけるという事は今まで無い事だと

いうことで，班長さんに連絡しました。「今まで

こんな事はなかった。今の検査で発見したわけで

すが，さっき検査したものを見たら，全然剥げて

いない。これから検査をするものを見たら，全部

剥げかけているんです。」報告を受けた班長さん

は，ラインを止めて，みんなを集め原因を調べま

す。「今までこんな不良は無かった。この不良は

何か工程で変わった事があったから，こういうふ

うに出始めたんだ。何か変わった事は無かったか。

昨日から今日にかけて変わった事はないか」と，

こういう質問をするわけです。そうしたら第1工

程の人が，「そう言えば今朝作業台にビンが置い

てありました。それをちよっとこぼしました。そ

れで　拭いて後の仕事をしましたけれこも，これ
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は関係あるでしようか」，というわけです。その

ビンを見てみますと塗装を溶かす薬でした。昨日

の日曜日に塗装のブースを掃除するために使った

ものらしい。「いつもはこんな所に置いてないん

だけれこも，今朝机の上に置いてあつたから，そ

れをこぼした」ということでした。このぐらい拭

いたかと聞いたら，「2，3回すすっと拭いたら

液が全部消えたようだったから，それから仕事を

しました。」拭いたようだけれとも，実は塗装を

熔かすような薬は，蒸気です一と残っているわけ

です。ですから，その上でこすりながら仕事をし

てれば，ついてしまうわけです。その上に塗装を

すれば，それはもう熔かすに決まつているという

ことです。そんな経過で原因がつかまったわけで

す。

　原因がわかったので，緊急の処置と再発防止が

出来ました。

　この維持について「標準はすれの発見」と「突

発異常の処置」をしつかり教えるために，豊田合

成では3分間事例発表会ということをやっていま

した。

　ちようと私がお話したかった点を全部お話し尽

くしまして．時間が参りました。これで終りたい

と思います。ご静聴ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　【文責：事務局】
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〈研究発表1＞

『我が国企業における外国人労働者・

研修生の受け入れ実態と今後のニーズ』

社団法人　国際産業・労働研究センター

　　　　専任研究員稲垣武晴

　当センターでは昨年に弓1き続き，労働省よりの委託

により外国人労働者・研修生に関する2種類の調査を

行った。1つは大企業における外国人労働者の受け入

れ実態と今後のニーズであり，他の一つは中小企業に

おける外国人労働者・研修生の雇用ニーズに関する調

査である。前者の対象が主として大企業，後者が中小

企業を対象とした調査であったために自ら調査結果に

ついても異なる特徴があつた。以下調査結果の概要を

紹介する。

1．大企業における外国人労働者・研修生の受け入れ実態と今後のニーズ

　既に外国人労働者を雇用していると思われる約300社の企業にアンケート票を発送，83社から回答が

あつた。回答企業83社の80％が従業員1，000人以上であり，1万人以上の大企業の割合も21．4％であっ

た。1社当たりの外国人労働者雇用者数は6．　1人であり，この数は昨年の調査結果とほぼ同じであつた。

回答企業が雇用する外国人労働者総数505人を在留資格別にみると，入管法第4条1項16号一3「法務

大臣が特に在留を認める者」いわゆるr特定資格』が約半数を占めている。この比率は法務省統計と一

致しているが，このようにr特定資格』が過半数を占めなおかつ，この比率が年々増加してきているこ

とは，現行の在留資格の枠では対処できないほこ国際化の進展に対応して我が国企業におけるいわゆる

スペシヤリストを中心とした外国人労働者の就労の幅が広がつてきていることを物語る。外国人労働者

のうち係長以上の管理者に就いている者は全体の14％に過ぎない。次に，募集・採用方法についての回

答結果で特徴的な点は，「国内で国内の大学の新卒者を採用」と答えた比率が「海外で採用」を大きく上

回り37．3％を占めたことである。特に，精密機械，自動車，一般機械なと製造業ではこの比率は軒並み

50％を越えている。
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　外国人労働者の処遇については，約半数の企業が日本人従業員と同じ，と答えており他の機関による

調査と同じ結果となつている。また，キヤリア管理についての質問では現在は「原則として特定の職務

分野の中で配転・異動を行つている」企業が半数を占めるが将来については「原則として日本人従業員

と同じに」と「希望すれば日本人従業員と同じに」を加えた比率が半数を越している。しかし，こうし

た企業の前向きの意識と裏腹に，現実に異なる部門への配転・異動を経験している外国人労働者の数は

極めて少ない。

　今後の採用方針についての質問では，過去3年間に年間5人以上を採用した企業は10％以下だが，今

後3年間について年間5人以上の採用を予定している企業の比率は約20％に増え，大企業における外国

人労働者採用の意欲が根強いことを示している。将来の採用意欲が特に強いのは化学，電気機械，一般

機械百貨店スーパー商社なとの業種である。研修生の受け入れと今後のニーズについては過去3年

間の研修生の受け入れ総数は全体で約400人，1社当たり約5人，今後3年間の受け入れ予想は約450人

と労働者と同様研修生の受け入れについても企業は積極的な姿勢を示している。

　結論的に言うならば，いわゆるスペシヤリストに限つて言えば大企業の外国人労働者の受け入れ意欲

は根強く，採用業種の広がり，職種の多様化なごの点からも在留資格の見直しなご受け入れ態勢の速や

かな整備が望まれる。

2．中小企業における外国人労働者・研修生の受け入れニーズ

　この調査は，帝国データバンクのCOSMOS　2データベース収録の従業員規模100人以上全国36，609社

の企業からランダムサンプリングで1，317社を抽出，アンケート票を発送，265社から回答を得た。回答

企業中41．9％を従業員数300人以下，15．1％を300人以上500人以下の企業が占めており．中小企業にお

ける外国人労働者・研修生の受け入れニーズを明らかにした調査と言ってよいであろう。回答企業中外

国人労働者を雇用している企業は全体の17％にあたる45社で，雇用外国人労働者数は253人である。こ

のうち，約60％にあたる149人が「その他サービス業」で雇用されている。具体的には，病院，ビルメイ

ンテナンス，学校法人，警備保障なごの業種である。

　今後の採用計画についてみると「計画中」「就業範囲が広がれば検討」合わせて約33％で前向きの姿勢

がうかがわれる。採用を予定ている職種については予定人員の44％が調査票に記載されている職種以外

の「その他」で占められている。具体的に記されているもののうちから主なものを拾うと，清掃アルバ

イト，タクシー乗務員，什器備品洗浄，作業員なとで，これに建設技能7％t製造技能19％なご加える

と中小企業における外国人労働者雇用のニーズは明らかに単純労働を指向している。さらに，これを雇

用したい理由についてみると実態はより明らかになる。すなわち，数は少ないが従業員規模の大きな企

業の大半は採用する理由を「日本人従業員にない技能・知識・感性があるから」と答えているのに対し

従業員規模が小さくなるほこ「日本人でもできるが，国内では人出が確保できないから」と回答する企

業の比率が増加している。まさにこれは，安易に単純労働者の入国管理を緩和すると将来の日本人の雇

用機会喪失を招く恐れがある，との反対論者の主張を裏付ける調査結果と言えるだろう。次に，研修生

の受け入れ実績についてみると，研修生の受け入れている企業の割合は全体の13％と労働者の17％に比
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較して少なく，受け入れ研修生数も188人と労働者数253人より少ない。受け入れ業種も約40％を電気機

械が占めるなご一部業種に偏つている。今後の研修生受け入れ方針について前向きなのは全体の約30％

だが，現に外国人労働者・研修生を受け入れている企業ほこ，また非製造業に比べ製造業のほうが積極

的という結果となつている。受け入れ職種については「製造技能」「生産技術・設計」合わせて約60％を

占める。最後に，外国人研修生受け入れ制度見直しを望む企業の比率は43．　45％で「現行のままでよい」

とする企業30％を上回っている。

　結論としては，中小企業における外国人労働者・研修生の受け入れニーズは明らかに単純労働指向で

あり，大企業におけるスペシヤリスト指向とは一線を画するものであると言わざるをえない。企業ニー

ズがあるからといつて軽々に緩和の方向を打ち出すべきものでなく将来の我が国の労働市場の展望をふ

まえ慎重な検討を要する問題であろう。

が
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〈研究発表皿〉

『人事労務管理の国際比較

一
人的資源管理の日韓比較を中心に一 』

（社）関西国際産業関係研究所

　研究員藤村博之

1．この研究の目的

　この研究の目的は，大きく分けて2つある。ます，

日本企業の経営方式の国際的通用性をさぐることであ

る。

　日本企業の海外進出は，1980年代に大幅に進んだ。

それは，関西に本社をもつ企業においても同様であつ

た。そこで問題となったのは，これまでわが国企業が

採ってきた経営方式がそのまま海外で通用するか否

か，という点であつた。この間題に関して多くの議論

がなされてきたが，未だに定説は出ていない。

　産研では，88－89年度の研究テーマとしてこの点を取り上げ，特に人事労務管理面の国際通用性に焦

点を絞つて検討を続けている。この研究は，同時に，日本的経営とはなにかを問い直すことにもなると

思われる。

　この研究のもうひとつの目的は．躍進韓国の将来を考えることである。韓国の経済発展には目を見張

るものがあるが，この傾向は今後も続いていくのか，あるいはここかで頭打ちがくるのか．議論の分か

れるところである。韓国の製造業大企業の人事労務管理のやり方に注目し，労働者の「やる気」を支え

るシステムがごうなつているかという面から韓国の将来を考える。

2．研究の方法

　私たちがとっている研究の方法は，次の3つである。

①　文献研究

　　わが国企業の海外進出を扱った研究はたいへん多い。しかし，人事労務管理の実際についてくわし
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　く調べたものは少ない。　韓国についてだけでなく，　海外進出と人事労務管理に関する文献に広くあ

　たった。

②国際比較のための概念整理

　　文献研究と実態調査の中から，国際比較のためのフレームワークを少しすつ作り上げていった。

③　実態調査

　　国際比較のためのフレームワークに基づいて，まず，わが国企業を調べた。韓国側は，成均舘大学

　の卓教授が中心となって調査を進めた。

　　その他の国々については．研究員のこれまでの研究結果を持ち寄って分析を進めている。具体的に

　はt英国，西ドイツ，アメリカ，タイ，マレーシア，中国，ソ連ユーゴなごがあがっている。

3．これまでに明らかになったこと

　私たちの研究はまだ完全に終わっていないが，これまでに明らかになったことをまとめると，次の3

点になる。

①　生産労働者に成績査定があるのは，アジアの国々のみであり，欧米にはほとんご見られない。

　　ホワイトカラーに対する成績査定は，程度の差はあれ，広くとの国にも見れらる。しかし．ブルー

　カラーに対する査定は，「公正」の概念に反するという理由で欧米では行われていない。働きぶりを客

　観的にはかる指標がないからである。欧米のブルーカラーの賃金は，いわゆる仕事給である。

　　査定をきめ細かく行い，ちやんと処遇に反映しているのは，わが国企業が最も顕著である。中国や

　タイでもブルーカラーに対する査定が行われているが，日本ほと養ちんと制度化されていない。

②　欧米に進出している日系企業でも，ブルーカラーへの査定が大きな問題となつており，進出時期に

　よって査定の有無や程度が異なる。

　　英国の電機産業の場合，70年代に進出した会社には査定の制度がないが，80年代半ばに進出した会

　社には，少ないながらも査定制度が入っている。ただ，一度導入された査定制度が，労働組合の反対

　にあつてやめざるをえなくなったという事例も報告されている（英国東芝）。

　　また，UAWとの協力を全面に打ち出してミシガン州に進出したマツダであるが，ブルーカラーへ

　の成績査定の導入には成功していない。マツダが提示した成績査定項目の中で，客観的にはかれるの

　は出勤率しかないという理由で，UAWの反対にあったからである。しかし，プルーカラーへの成績

　査定は，現場の知恵を生産に活かすために是非必要なので　今後とも辛抱強く交渉を重ねていくとい

　う。

③韓国企業にも成績査定の制度はあるが．その具体的運用についてはまだ明らかになっていない。

　　韓国人が書いたものを読むと，査定が恣意的に行われ，かえつて労働者のやる気をそいでしまうこ

　とになりかねないので，成績査定制度は慎重に扱われなければならない，という議論が大半をしめて

　いる。韓国企業の多くは，査定の公平さを確保することに，まだ成功していないように思われる。

　　韓国企業の賃金表はいくつかの文献で紹介されているが，縦にとても長いことが特徴である。　各

　級の号俸が，多いときには100近くある。ただ，その運用の実際については，十分に明らかにされてい
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ない。この点は，今後の検討課題である。

　この点から，韓国の将来を大胆に推測すると，現場の知恵を生産に活かすしくみができない限り，

発展に頭打ちがくることが十分予想される。

4．国際比較のための概念整理　　ブルーカラーに対する成績査定に注目

　最後に，人事労務管理の国際比較を行う上で，私たちが特に注目した点について簡単に述べておきた

い。

　国際比較は．ともすれば事実の羅列に終わってしまう危険性をもつている。この国ではこうなつてい

ます，この企業はこのようにしています，といつた叙述に終始し，それぞれの事実がもつ意味を深く分

析し得ていない研究がとても多い。それを避けるには，分析のつレームワークをはっきりさせることで

ある。

　それぞれ事情の違つた国を相手にする場合，フレームワークは単純であるほこよい。私たちは，ブ

ルーカラーに対する成績査定に注目し，①査定はあるか．②あるとすればこの場面で使われているか，

③ない場合はその理由は何か，という3点を軸にすえて，分析の枠組を作つた。

（1）ブルーカラーの成績査定に注目した理由

　　日本企業の高い経営効率を支えているのは，現場の知恵を活かす生産管理とそれを支える労務管理

　にあると思われる。

　　日本企業の生産管理の特徴として，改善提案制度やQCサークルがあげられるがtこれは．「現場の

　知恵を生産に活かす」手法にほかならない。現場で日々作業にあたっている労働者が，生産工程の問

　題点を一番よく知っているという発想から，彼らのもっている情報や知恵をごんごん活用していこう

　という仕組みである。現場労働者による変化と異常への対処を組織的に実施しているのが，日本の職

場である。

　　この生産管理は，努力に的確に報いる労務管理制度なしには機能しえない。生産工程の問題点を解

決し，生産をより効率的に行うという労働者の努力は．きちんと評価され，相応の報いが用意されな

ければならない。この評価と報酬の仕組みがしっかりでき’こいなければ，工程改善の努力なご誰もし

なくなるだろう。

　　日本の企業には，よく組織されたインセンティブ・システムが用意されている。頑張つてよい改善

提案をすれば，賃金やボーナスが増える。また，職場全体のことを考えて，仲間を助けて仕事を進め

ていくようにしていれば，将来の昇進につながる。金銭的な面と非金銭的な面．長期的評価と短期の

評価がそれぞれ組み合わされ，インセンティブ・システムが組まれている。

　　このシステム全体を支えているのが，成績査定である。現場の知恵を活かす生産管理がうまく機能

するには，労働者の努力を的確に評価することが必要不可欠である。成績査定は，その運用を誤る

と，職場の秩序を破壊し生産性が大きく落ちてしまう危険性を常にはらんでいる。査定は．みんなが

納得できるように，公平に行われなければならない。日本の企業は，いまのところ，公平な成績査定
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を実現している。

　現場の知恵を活かす生産管理とそれを支えるインセンティブ・システム，そして，その根底にある

成績査定一これら3者の関係の検討を通して，成績査定の重要性が確認され，私たちの分析の中心

におくことにした次第である。

（2）変化と異常への対処と成績査定の関係

　　成績査定は，現場の労働者が変化と異常に対処する技能を身につける励みを提供している。この両

　者の関係がとうして重要なのかを次に述べよう。

　　生産システムが複雑になればなるほこ，変化と異常に的確に対処することの重要性が増してくる。

　これにうまく対処できるか否かで，生産性に大きな差が出るからである。変化や異常の種類は無数に

　あり，それらをすべてマニユアルに書き留めることは不可能に近い。また，書いたとしてもいざとい

　うときに役に立たない。

　　変化に的確に対応し，異常をすばやく見つけて大きくならないうちに手を打つことのできる人材

　は，成績査定なくしては育たない。それは，次の理由による。

　　重要な仕事ほこマニユアJLに書けないのだから，個々の労働者の職務内容すべてを，事前に厳密に

　確定することは不可能である。変化や異常への対処に熱心な労働者に対しても，そうでない労働者よ

　りも篤く処遇する仕組みがなければ，誰も努力して変化や異常への処遇を覚えようとはしないだろう。

　　成績査定のない欧米の工場では，一般の作業員は，少なくとも異常には対処していない。異常が起

　こるたびに機械が止まり，保全専門要員の出動を待つことになる。これでは．生産効率は上がらない。

　　異常が起こって機械が止まっても，その作業を担当している人が原因を推理し，的確な手を打てれ

　ば，機械を止めている時間は最小限で済む。もつとよいのは，音や振動の微かな異常を察知して，機

　械が止まる前に手を打つことである。わが国の企業はtこのように高度な技能を持つた人材を育てて

　きた。

（3）成績査定のどこに注目するか。

　①　賃金決定において

　　　　ない（例えば仕事給）

　　　　ある→①定期昇給時かボーナス時か，②査定によつて決まる部分の割合，③ごうしたら査定で

　　　　　　　高い点が採れるか，④査定者は誰か，⑤査定の公平性を保つためにごうしているか，⑥

　　　　　　　機能等級制度との関係

　②昇進の決定において

　　　　ない（例えば先任権制度）

　　　　ある→①職能資格制度との関係，②査定者は誰か，③査定の基準をみんな知つているか，④何

　　　　　　　年間の査定の積み重ねか，⑤公平性を保つためにごうしているか，なご

　　以上のようにいくつかの場合に分け，それぞれの項目について，ひとつずつ確かめる必要がある。

　このような作業を通して，初めて，他国と比べた日本企業の経営方式の特徴が，より鮮明になつてく
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ると思われる。

　日本企業の特徴を論じるとき，とかく文化的要因が強調されがちである。家族主義や企業への忠誠

心といつた言葉で，多くの事実が説明されている。

　私たちの研究では，それをできるだけ避けようとした。さまざまな制度の違いを細かく見ていつ

て，最後に残つた差を「文化」で説明するという態度を堅持した。文化という大切な要因は，最後の

最後までとつておくべきものだと理解している。

　「文化」を強調することは，日本社会の異質性を全面に出すことになり，海外で活動する日本企業

にとつて，マイナスにこそなれプラスにはならないだろう。制度の中味を知って，その運用の実際を

明らかにして初めて，違いを論じることができるはすである。
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〈研究発表皿〉

『高齢化に対する人事・労務諸施策の研究』

（財）中部産業・労働政策研究会

主任研究員村井　 清

聯瓢幾飾』㍉
はじめに

　レジユメに入る前に2点程説明をさせていただきま

す。

　第1点は，我々の（財）中部産政研は，財団法人とし

てスタートしてまだ10ケ月ほこしか活動の歴史をもた

す，今回のテーマも第1期テーマとして，研究途上に

あることです。従いまして，活動の途中報告にならざ

るを得ない点をご了承いただきたい。

　第2点は，本研究には．名古屋大学大橋助教授に

コーディネーターをお願いし，そして多くの組織の代表者及び，当研究会の専従者が行つているもので

その代表として報告をさせていただきます。

1，テーマ絞り込みの経緯

　まず，本テーマに絞り込むにあたり，レジユメの1－（1）の各点から検討しました。特に，中部産政研

の基本的な姿勢として

　「マクロ的な視点よりも，より実態に近づいたミクロ的な立場で物を考え，把えて行く，そして，マ

クロの理想とミクロの現実とのギヤップを埋めたい」又，とりあげる事象は，「近い将来，労働側，会社

側ともに予測される共通の課題」としたいということである。そうした検討の中で，当初は「企業グ

ループの研究」を当面のテーマとすることも考えた。これは，雇用をいかに維持して行くかという昨今

の命題に対して，1企業の限界を超えて把えるという思いからであったが，レジユメ1の（2）及び（3）を進

める中で，各組織の共通する課題として「高齢化」が浮かび上つてきた。

　そうしたことからも，第1期のテーマを「高齢化に対する人事・労務諸施策の研究」と決定したもの

である。
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　ただ「高齢化」といっても領域が非常に広い為，自動車製造業を中心に，①現業系作業者を中心に②

10年後を想定し③企業労使の対応　にまとを絞った。

　とりわけ，②については，（1）団塊の世代が50歳前後となり対応が必然的（2）自動車産業の場合急成

長時（S40初）に，炭鉱離職者をはじめ，途中入社者が，その頃定年前後となる　（3）65歳年金支給化の

動き　（4）10年間という流れの中で，現実的な対応も可能である点なごである。

　更に，「提言目標」として，65歳まで就業するということを標榜しつつ現実の60歳定年制の中でも50歳

以上の就労は．きついという状況から，ますは60歳定年まで，完全に就労できる体制を考えている。

レジュメ1

（1）　「寄附行為」より

　・労使関係　　　　…組合として何に力点をおくべきか。活性化

　・労使共通の課題　…国際化．構造調整，就業形態（高齢化．パート．外国人労働者etc）

　・社会・経済動向　…経済ブロック化．円高等，経済成長

　・政策制度・行政面…税金．土地，都市計画，その他

（2）外部諸団体へのピアリンク…連合総研，野村総研，中経連，愛知経営者協会etG

（3）中部産政研　理事・評議員紹織との懇談

「一一一一一一一「a

アインン労働組合

愛知製鋼労働組合
ア　ラ　コ労働組合

関棄自動車工業労働組台

全トヨタ労働組合連合会

全松坂屋労働組合

全ユニー労働組合

中部電力労働組合

東邦瓦斯労働組合
豊田工機労　働組合

ム
［

豊田合成労働紐合
トヨタ車で本労f動慕1で？

トヨタ自動車労働紅t台

豊田臼動織機労働組合

トヨタ輸送労働誕i合

名占屋鉄道労働組台

口本電装労働組合
日本特殊陶業労働組合

丸　栄　労　働　紐　台

とりわけ，｛3）の申では．各組織共通した課題として「高齢化」があげられた。

・ 大量採用した人達のポスト不足

・その為の関連企業もなく，今後の課題

・ 団塊層の処遇，モラール低下対応など

以上の中で

　①　比較的若いとされていた自動車産業も確実に対応が迫られる

　②　国際化，時々変化する需要対応に目を奪われ過ぎることは，産業の成熟期及び産業構造調整期と高齢

　　化の進行期が重なることから，このままでは，将来の問題を放置することになる

　③「高齢化」が課題として取り上げられ，問題意識はあるが，長期的な方策が乏しい

なとから

「高齢化に対する人事・労務諸施策の研究」をテーマとしたぐ88．12）

　更に，「高齢化」というテーマは，非常に領域が広く多岐にわたる為，以下に焦点をあてた
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①現業系作業者（ブルーカラー）中心

②10年後（西暦2，000年）のケースを想定する

③企業内の対応を主とする

・提言目標

　65歳まで就業するということを標榜しつつ，現行の組織の中で，生き生きと働きうる体制としくみづく

りについて，実態調査のうえ検討し提言する。

2．すすめ方とスケジュール

レジュメ2

〈すすめ方〉

研　究　主　体

助言・検討機関として

実　態　調　査

事例研究として

一定例研究会一

　名古屋大学経済学部助教授　大橋勇雄氏（（財）中部産政研・研究員）及び中部産

政研専従者

　理事・評誰員組織のうち．自動車（中でもトヨタ関連）を主体とした労使による

専門委員会を設置

①企業高齢化対応基礎調査 ②中高年齢者意識アンケート

③定年退職者OBアンケート④ヒアリング

　他産業，他企業の事例研究　※一部は，定例研究会として，会員にも参加を呼びかけ

回　数 開催日 事例研究テーマ 講　　　　師

第1回 1月30日 高齢化（雇用）対策の焦点 同志社大学教授　　　中條　　毅氏

第2回 2月23日
松下電器労組の高齢化対策　　　　　　　　について 松下電器労組

中央執行委員長　　　前川　朋久氏

第31111 4月26日
従業員福祉と生涯雇用について
　　一65歳定年に向けて一

名古屋鉄道㈱
人事部付課長　　　足立　　徹氏

第4回 5月17日
日本アイ・ピー・エムの
　　人事・労務管理について

日本アイ・ピー・エム㈱
人　事　部　長　　　伏谷　博雄氏

第5回 6月14日
ダイハツ工業の高齢化対策の
　　推進と共同研究について

ダイハツ工業㈱
安全衛生環境部主事　堀　　晴彦氏

〈スケジユール〉

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

実施 分析
実態調査

①基　礎　調　査

②意識アンケート

③OBアンケート

④ヒア　リング

実施 分析
堤言・

　報告書
実施

　　　ま

　　　と
分析　　　め

ま　とめ 定着活動

実　施
「

専門委員会 ＃　1 ＃　2 ＃　3 ＃　4 ＃　5 ＃6・7 ＃8・9

定例研究会 ＃　1 ＃　2 ＃　3 ＃　4 ＃　5 ＃　6
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　高齢化社会については．いろいろな方面でとり上げられ，調査も実されているが，我々は，まず足も

との実態はこうであり，高年者自身はこう思つているのかの実態を把握することが必要と考え「実態調

査」を重点においた。

　一方で，他社事例も「事例研究」としてとりあげ，すすめている。

3．実態調査結果（一部）

　　　　〈労務構成面等から〉

レジュメ3

〈企業高齢化対応基礎調査〉

調査項目　　労務構成　　　雇用関係7　　　　人事・処遇関係2

　　　　　　教育関係4　　労働条件関係3　　職場・職務関係6

　　　　　　その他，健康管理なご　　　全31項目

〈労務構成〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内％は，全体に占る構成比

全体（正規従業員） 18万9，070人 現　業　系 事・技系 そ　の　他

男 16万45百人（87．0％） 10万73（56．8） 4万93（26．1） 79（4．2）

女 2万45百人（13．0％） 95（5．0） 1万23（6．5） 27（1．4）

　（参考）男女構成　女／全体

　　　〈産業別〉電機・機械器具製造業45％，輸送用機械器具製造業19％

〈年齢構成〉男　子（正規社貝）

年　齢 10％　　　　　　　　　　　　　　　　20ヨ6　　　　　　　　　　　　　　　　30％

60～
　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

lo．2

曾曾

55－59　曹，，
曹曹，駅占丁、

50～54　　「，

　，

鵬灘難馨…：叢”㍉……塁’1｝｝　　　＿r
45～49

40～44
’

蕪．無ハ；1、を・澱h2．2　曹　．．　　　　　　．．．∋．

35～39
　　　　　　輪灘一’”…藻≡．114．0鳶胤，　，　　，　　　　　．　．　．

，曹・曾・，．，

　30～34　，，， 遡i…灘……．…一．．一＿＿一

25～29　　　　曾9

20～24 鷺瓢辮，欝1曇郷’　〔琴・1、’’”】ユ9．3
　曹

15～19
9，曾曾曹999曾圃■，，，r，，，幽，甲．一．．．
ゴ

※30～34歳の構成比が低いの

は，オイルシヨック後の減量

体制の影響と考えられる

〈参考〉労働力調査（S62年平均）にみる，年齢構成
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　〈企業高齢化対応基礎調査〉からみると，やはり，当該組織は，平均年齢，年齢構成上からみて，若

いことがよくわかる。

　その他の特ちようをあげてみると，労務構成では，女性比率が極めて低いこと，つまり．交替勤務及

び重量物扱いなごから，男性主体の産業である点，又，60歳以上就業者が極めて少ない（世間一般では

就業者のうち10％強が60歳以上）このことは．定年制は一律60歳で制度としては進んでいるが．再雇用

制度をもっている中小規模組織が人員的に少ないことも影響している。

レジュメ4

〈男子現業〉について

（1）人員構成比率 単位：％

年　齢 企 体 30～99人 100～299 300～499 500～999 1000～4999 5000人以上

60～ 0．1 2．7 L3 0．5 0．3 0．1 0．1

55～59 4．3 6．0 6．2 6．6 7．0 6．0 3．7

50～54 6．1 18．9 4．6 21．1 9．3 28．4 8．5 26．6 9．1 25．3 7．6 22．6 5．5 17．4

45～49 8．4 7．8 11．6 11．5 8．9 8．9 8．1

40～44 11．6 13．8 13．4 12．5 11．9 12．4 11．3

35～39 13．7 13．8 11．8 11．4 11．3 13．6 13．9

30～34 11．7 7．4 8．7 9．9 9．8 10．9 12．1

25～29 16．4 55．8 11．5 51．2 11．0 46．5 12．6 49．0 15．0 51．6 14．3 51．5 17．1 57．3

20～24 22．4 15．7 21．6 21．3 20．4 21．5 22．8

15～19 5．3 16．6 4．4 5．2 6．4 4．8 5．3

②　役付比率

年　齢 全　　体 30～99人 100～299 300～499 500～999 1000～4999 5000人以上

60～ 1．3 20．0

55～59 8．2 30．8 29．1 7．4 6．3 1．2 10．0

50～54 45．3 10．0 34．1 17．2 26．5 16．5 56．8

45～49 59．5 29．4 47．8 22．4 29．5 29．8 69．6

40～44 65．2 30．0 49．5 30．7 36．4 42．1 73．2

35～39 37．8 23．3 34．0 29．5 33．5 28．5 39．8

30～34 16．6 18．8 21．7 21．7 26．8 17．5 15．8

25～29 2．6 8．0 7．3 6．2 7．9 8．6 1．2

20～24 0．2 0．3 0．7 0．4 0．8 0．1

工5～19
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　また，我々のテーマの焦点である，男子現業系についてみると，同様に若いが，規模別にみると，大

規模組織より，中小の方が高齢化が進んでおり，中小規模の求人難の状況もうかがえる。

　〈役付比率〉については．役付比率が高いのは40～44歳が65．2％（100人のうち，約65人が何らかの役

職についている）とピークであり45～54では低い，このことはS40～45年頃入社の途中入社者が勤続，

学歴なごから役職についていない状況もうかがわせる。

2）具体的設問〈抜粋〉から

レジュメ5

〈具体的設問に対する結果〉～抜粋～

Q1．貴組織において高年齢者問題は大きな問題と

　　なっていますか。

10　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　100彩

－
　
　
　
∩
乙
　
　
Q
σ
　
　
4

　　I　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l

O．7％

コ・・％

「9・・0％

］2・1％

〈回答＞

1＝高年齢者問題は，既に対策を終え現在は問題と

　　なっていない

2＝現在既に深刻化しており，対策を検討中である

3＝今はさほと問題になっていないが，近い将来に

　　は深刻化する

4＝現在も将来も大した問題にならない

Q4．再雇用制度はありますか。　〈規模別〉

5000人以上

1000～4999

500～999

300～499

100～299

　33～　99

有り

なし

59．4％

有

40．6％

Q7．高年齢者を受け入れている別会社（子会社）

　　が有りますか。

な　し

91．4％

有

8．6％

0
7
4
6
1
1
0

母数

　7

　19

　15

　10

　16

　3

瞳・
獅
蹴
・

Q8．早期退職優遇制度はありますか。

な　し

812％

　イj

188％

但し「55歳以降定年退職扱い」の制度を持つ組織6
を含む

Q9．専門職制度はありますか。

0 50
「

100％
　1

1
　　1－

「2・・3％

り
6
　
　
3

コ・．・％

］・．3％

4 68．1％

〈回答＞

1＝現業系・事技系ともにある

2＝事技系のみある

3＝現業系のみある

4＝なし
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Q1α高年齢者の役職定年制はありますか。

ある年齢で役職を

　　　　取り外す

　　　71，0％

定年まで役職を

別り外さない

　29．0％

Q27．高年齢者の苦情相談はとんなものが多いですか。

　　　（3つまで選んで下さい）

　　　　　　組　　　　　合 会 社

175「 健 康　　面　　の　　衰 え 122．2

18．21
高齢化に伴う作業のきつえ 117．5

14・9［
定　年 後　の　経　済　的　不 安 ll1．1

16．gI
高年齢者の賃金についての不満 16．3

9．11
定年後の再就職等雇用の不安 17．9

9

5．21
ME化等仕事の高齢化について行けない ig，5

7．8「 職 場　　の　　人　　間　　関 係 15．6

3．2E ポスト不足等処遇に対する不満 コ1．6

7．ll

苦情 ・ 相談はほとんどない ll83
11

3
0
彫

1
2
0
彫

10％

1
1
0
％

1
2
0
％

「
3
0
％

Q29．（現場作業者を想定して）仮に65歳まで働くこそを想定した場合，考えられる問題あげて下さい。（3つま

　　で選んで下さい）　　　　　　　　　　　　　　10％　　　　20％　　　　30％

職場内容、作業環境の見直し

健康面の管理と配慮
賃金体系・退職金制度の見直し

勤務時間・勤務形態の見直し

作業能率低ドの防1卜
処遇ボスト不足等人’1‘管Fl！面での問題

本人の心身スタミナ切れからの回復

モラール低下の防止
技能・技術の再訓練

ME化への対応

22，1

20．6

20，4

8．3

7，5

7．5

3．9

3．9

2．7

2．9

但し会社は10．6％

但し組合は5．4％

　これらの一連の質問は，高齢化を組織としてごう認識して，こう制度化しているかを聞きだしたもの

であり，ここにあげた以外につし、ては，本研究会の報告をご参照されたい。

　ここでは特長点のみ述ぺる

　Q8については，早期退職優遇制度を設けていると答えている組織が13あるが，その中に「55歳以降

定年退職扱い」も優遇としているところが6組織あり，別の聞きとり等調査ではそれ以外の全んごが

このシステムを用いている。
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　Q10の役職定年制については．18の組織が「定年まで役職を取り外さない」としているが，他の多く

が，ポスト不足を解消する為に定年延長の際に設けた経緯からすると，ボスト不足が経営的に心配のな

い組織ともみうけられる。更に大規模ほこ「取り外さない」とするところは少い。

　Q　27組合側は，高年齢者の苦情，相談が会社より持ち込まれ組合の存在意義がこのあたりにあるか

も知れない。又，賃金問題は，組合に相談するという傾向がみうけられる

4．検討課題について

　こうした〈企業高齢化対応基礎調査〉からは，レジユメ6に記した様な課題があると言える。

　「まだ若い，10年たってもまだ若い」という意識で，何も手をうたないことが急速に進む高齢化に対

する認識不足と把えて労使が，今から着実に取り組まねばならない事柄であると労使が共通認識とすべ

きである。

レジュメ6

（1｝人員構成（現状）から観て．10年後は

　①45歳以上の人員が，現在の約2倍となる

　　…但し前提は，現在35歳以上は退職しない

　一45畿以上の人員

体

子

業
技
②

　

　

現

事

全

男

内

　　現状　　　　10年後

約36，㎜人　約62，㎜人

〃32．000　〃58．㎜

〃20，㎜　　〃36．000

〃10．000　　　〃20，000

　　　①の現状は，他になく，早いテンポである

　　　＝男子比較＝

現在の45歳以上

人員を100とすると

当　　該　　組　　織　　172

繊　　　　　　　維　　119

鉄鉱業・非鉄金属　 118

電　機　・　機　械　　188

輸送用機械器具製造業　　152

＝コメント＝

・ 男子は＋約26，400人

・女子は一約　760

・ 大規模組織ほど伸びは大きい

〈伸び＞

　5000人以上　195

　1000～4999　　173

　但し，これには諸要素（退職率，各産業の拡

大方向，技術革新）を考慮する必要はあるが，

今回は加味していない。

②　監督というポストにつかす定年を迎える人が増える

（3｝少産少死の傾向．高学歴化60歳前半雇用の動き，公的年金支給の動き．長寿命化等の動き

｛4）一方，ME化．女性社会進出，パート等の動きも注視する必要あり

｛5）就業者本人，OBの方の意識もふまえる必要がある
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5．最後に～研究の途中段階での所感～

　本研究の実態調査は．他に，高年齢者アンケート，OBアンケートそしてヒアリングがある。現在並

行して進行中であるが，所感をら列して述べておく。

　①　他産業、他企業の事例には，学ぶべき点は多くあるが，自らの企業・組織に安直には導入できな

　　い面がある。

　　　長年の風土，労使関係，企業々績人員構成なご自らをよく見つめ対応策をみつめる必要がある。

　②　この種の取り組みはt長い時間が必要である。

　③又1部署ではなく．全社的な一体となつた取り組みが必要である

　④　高齢者専用会社，専用職場は，失敗例が多い，とすれば高年齢者，中齢者，若年者をこう融合さ

　　せるかがポイント

　⑤60歳以降の就労にせよ，趣味に生きるにせよベースは，健康な体である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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〈分科会状況〉…参加者の質問と応答なご細部を記すべきところであるか，ポイントのみとする。

・　働くことと，収入を得ることと密接な関連があると思うが研究の観点の中に，年金支給開始年齢

　の65歳への弓1き上げの動きがあるが，こうとりこまれているのか。

・　本人への質問の中に，「退職制度があった方がよいかごうか」という観点の質問はあるか。

・　提言のイメージについて

　　こういう労働生活なり，人生を描いて提言するかが大切ではないだろうか。「生き生きした」とレ

　ジユメにはあるが，どんな状況なのだろうか。体力的にはおとろえてくる，機能もおとろえてくる

　その中で，従来のやり方でいくと，「効率化」のかけ声の中で，高年齢者排除とはいかないまでも何

　か，いすらい，とけこめない雰囲気が，「働く」ことの中にあるのでは。

・　高齢者に限らず，人生の中で最も大切で，不安でもあり関心の高い事柄は，健康ではないだろう

　か。そのあたり，とう体制をつくるかtこう取り組むかが大切ではないだろうか。

・　松下労組の取り組み〈事例紹介〉

　　最近，労使委員会で論議をしたところであり，従来の高齢者対策から，高齢化対策ヘシフトさせ

　ようとしている

　　ポイント

　　　①中高齢者の人を対象に，こう再活性化するかアンケートを取る

　　　②　健康対策は，不安感の除去であり

　　　　　50，60歳からではダメであり，20代T30代からやらないとだめである。

　　　　　企業のしくみとしても，勤務形態，雇用形態について考える必要性が有る。例えば交替勤

　　　　務の人はある年齢で普通勤務にかわる

　　　③人生80年時代に向け．60～80歳台のライつステージを構築

　　　　1．60～65歳は収入対策

　　　　2．60～80歳は各人の生きがいづくり

・　松下さんの事例には，先見性を見る思い

　　4H就労を認める，導入するということは良いことと考える

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

報告書も成つているものと考えるが，「合同シンポジウム記録」として当日の発表概要及び分科会

の状況をまとめたものです。

　なお，当日のレジユメは．文中に，口表示で収録しました。
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〈講演皿〉

『これからの労働運動』

ダ
轡

1．これからの賃上げについて

　これからの労働運動を考えるについて，今まで

の運動自体の進め方はこうだつたのか。例えば賃

上げをとってみても，毎年春に同じような形で闘

争が組まれている。

　果してそれでいいのかということを考えてみま

した。とう考えていいのだろうかと思いました。

それが一つです。それから，2年に一度か3年に

一度みたいな賃上げになるのか，それを含めて皆

さん何も疑問に思いませんか。僕は，疑問を持っ

ているのです。いつたいこれは，続くのだろうか

と思うのですが，とうなんでしようか。この兆し

みたいなものが一つあるのです。つまり経済の動

きの特徴的部分として，注意する必要があるの

は，合理化という問題，この合理化は話題の通り

設備投資，資本投資です。或は，近代化，或は効

率化，科学技術の進歩・発展に見合う投資，そう

鉄鋼労連

　最高顧問宮田義二

言ったものによつて大きくなったバイの中で，賃

金問題が出てくる。こういう仕組みがすっと続い

ている訳ですが，今こうなんですか，これから投

資行動も，そうなるのでしようか。少し落ち着い

た感じにあるのかもしれませんけれこも，為替

レートに見合うコスト，こういつた問題に対する

ようなもの，或はもう少し言うならば，付加価値

の生産，そう言つたものにかなり強い意欲を持っ

た投資が行なわれて．それに見合つてもう少し質

の高い価値が出てくる。こういう動きが出始めて

いますが，それは，ただちに賃金に回るかという

と，それほと大きく賃金にまわるという状態では

ない。それも，今まで1年，2年で勝負がついた

ものが3年も4年もかかり，或は3年も4年もか

け達成した時が，ちようとプラスマイナスゼロに

なると言えましようか，そんな投資効果0みたい

なものの合理化がだんだん広がりをもってきてい

るような状態，そうなった時に私ともの賃金はと

うあるべきか，これを考える必要があると思いま

す。

一 格差圧縮と底上げを一

よく言うのですが，労働組合を結成して1つに
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なると「連合」になります。「連合」になつて何が

労働運動として一番大事な方向なのかというと，

私はやはり賃金問題だと思います。1つの組織に

なると，差別はつけられなくなるのです。そうい

う方向で見ますと800万とか，700万を超えると言

われる組織である今度の「連合」，これがまと

まった以上は組織内に格差を認めない，そうなる

のではないでしようか。そういう運動が展開され

ていきます。やはり，日本の賃金というのは，相

対的に見て底上げが始まります。私はそう見てい

ます。底上げが始まるということであって，全体

としてのレベルアップするという問題については

相当プレーキがかかるのではないでしようか。そ

ういう動きがこれからは出始めると思います。そ

の時にとこがリーダーシップをとって，賃金全体

を引き上げていくかという問題が問われてくると

思います。

　よく言われるのですが，ここまで来るともう労

働分配率という問題についてマクロで議論した方

が良いという評価があります。1つの，問題提起

であろうと思います。しかし，私がへたに労働分

配率を物さしにするといつて，労使でもいいし，

政府でもいいし，その物さしを作つたら，日本は

労働分配率において，噂にちらちらっと聞いてい

る程労働分配率が低いかごうか問題だと思います。

はじき方によってはちよっと高いかもしれません。

その意味では，そういうやり方が，これからの新

しい賃上げの指標になるから，或はこちら側の正

論になるからということで，労働分配率を基準に

したらこうかというようなことに取り組むことの

方がむしろ望ましいかもしれません。そういう問

題は当然起こり得ると思います。そういうことを

考えてまいりますと，20世紀はともかくといたし

まして，21世紀にはかなり大きな将来展望・見通

し，そういうものをきちっと踏まえたうえで，賃

金の問題を見据え，そのことが将来とういう展開

をするのかを考えてみますと，私はやはり大きな

目標を決めるとやり方が少し変わってくるのでは

ないかと思います。そこで，将来の大きな目標，

将来ごういうことが予測されるのかということ

を，はつきりお話することによりこのことが整理

されると思います。

2，21世紀展望下で明確な目標を

一
地球的規模で人口制止活動一

　つまり，21世紀初頭に地球的な規模で捉えるも

のとしては人ロ問題があります。間達いなく人ロ

問題が間われると思います。これはある意味で言

うと，地球的規模での人ロ制止活動というもので

す。要するに，静止人口を維持するための活動が

地球的規模で行なわれる。国連が中心かもしれま

せん。この地球上での資源は有限とか無限とか言

いますが，そのことは別にしまして，科学力の進

歩・発展がありますから，今考えている以外に資

源を活用する方法はありますから，何も有限だと

考えることはないかもしれません。しかし，何か

地球で人類が生存できるキヤパシティがあるよう

な気がするのです。何億か知りません。今100億

のキヤパシティか200億のキヤパシティか300億の

キヤパシティか僕は知りませんが，今のように，

例えば地球温暖化の問題が出てきたり，環境の問

題も含めていろいろな議論が地球的規模で科学者

を含めて検討されていますが，必ず人ロ問題がで

ます。キヤパシティが問題だと僕は思います。す

ると，いすれは静止人ロを200億なら200億と決め

てやる。そこまでしかもたない。そうすると人ロ

制止をとうやって維持する，静止の状態をこうす

るのか，こういうことが問われてくる，各国共に

問われてくる。当然僕は起こつてくると思います。

人口が静止する，次にくる問題は何であろう。
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ひよっとすると経済静止かもしれないと思います。

経済もやたらと成長してはいけないのです。要す

るに分配がうまくいけばいいのですから，それ以

上作ってはいけないのです。必要な分だけを経済

的に生産するだけでよろしい，ということで経済

活動も成長ではなく，静止ということの中から問

われてくる，議論されてくる，そういうような時

代が現れるのではないでしようか。その時に我々

は自分の賃金自分たちの生活をこういうふうに

位置づけたらよいのでしようか。

3．労働運動で問われている問題

一
社会主義ユートピア論はナンセンスー

　今，私其労働運動の中で，哲学的に間われてい

る問題を1つお話ししたいと思います。おわかり

になっている通り，私こもが昭和20年代からやっ

ているのは社会主義ユートピア論というものに支

えられた労働運動，階級闘争とは申し上げまんせ

が，階級闘争的な意味で労働運動というものを組

織したのです。或は，労働運動というものに参加

したのです。ところが，先程言ったように毎年賃

上げやったわけですからいつの間にか高い生活水

準を維持することになったわけです。要するにマ

ルキシズムの言う「絶対的窮乏論」というのは日

本の場合は一応否定された。そして，今日は相対

的窮乏論ということではないか。日本では昭和30

年代頃からそういう傾向が出始めていたのです。

昭和35年の「60年安保」を1つの契機に致しまし

て，大きく変化しtむしろそこから完全に全体的

という感じが出始めたのも事実であります。とこ

ろが，今では全地球的にこの間題がある程度，そ

ういう方向に動き始めたのではないか，というの

は去年1年間を通してみると，大変特徴がでてい

るのではないかと思います。例えば，社会主義圏

の国々と言われているところで民主化運動が起こ

り，或は自由化が始まる。或は植民地とはいいま

せんが，多少武力支配を含めたところから，独立

が始まるというようなことで，世界平和というも

’のが非常に大きく広がっていった年が昨年です。

それと同時に社会主義というものはずっと二後退し

ているのです。むしろ，社会主義否定の考え方と

いうものが広がり始めている，それが今の局面で

はないでしようか。

　我々資本主義社会というのは，ご承知の通り経

済成長を遂げるのにこれくらい効率のよいメ力ニ

ズムはない。常に進歩・発展・成長していく，こ

れには自由主義経済は一番効率の発揮できる仕組

みかもしれません。社会主義ではちよっと難しい

だろうと思われます。今言つたように，人ロ増の

国はまだ先進国ではありませんし，まだまだ成長

経済を追つているわけですから．これはやはり自

由経済・資本主義経済の方がはるかに有効にちが

いありません。静止経済ということがもし将来訪

れるとすれば，また静止人ロということになれ

ば，その時も我々は，自由経済というもので生産

活動を続けていこうとすれば，一番下手なやり方

だと思います。

　つまり，静止経済ということになれば，所得の

高いところから所得の低いところに，いままでの

ように下も上がるが，上も上がるというようなこ

とはないのですから。上の収入の100万円分を低

所得層にまわすだけで分配は終ることになります。

これが静止経済なのです。これはやはり極めて社

会主義的処方でしよう。こういうことが1つ絡み

ながらこれから，21世紀に突っ込んでいく，こと

になるのです。

一 開発途上国の南北問題一

もう一つあるのです。それは，先進国とそれか
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ら開発途上国の南北問題。これは今言った静止人

ロという時に，最初に頭に浮かぶのは，南の国々

の爆発的な人ロ増加をごうするのかという問題

に，果して介入できるのかごうかです。先進国は

そういうことをやつてくださいという訴えかけを

するために，今の国連をもつてしてはたして可能

かごうか，という問題がまず第一に生じてきます。

が，何が必要かというと開発途上国と言います

か，南の国々に住んでいる人々の生活レベルを先

進国なみに弓1き上げることです。弓1き上げるため

にごうするか。そういつたものに対してこれか

ら，日本がとれだけ国際的に貢献できるか，とい

う問題を含めて新しい課題が登場してくるのでは

ないでしようか。このことについて，2・3申し

上げておきたいと思います。私はこ案内の通り中

曽根氏を非常によく知つているのです。彼が世界

平和研究所というものをつくりました。僕はそこ

の発起人であり，今だに理事をやっています。で

すから．世界平和研究所の中でいろいろ展開され

た議論は，彼自身の発想に間違いはないと僕は思

います。その発想は何かというとデタント皿の時

代が訪れる，このデタント皿の時代は，デタント

1と違つて随分長続きするであろう。ある意味で

言うと，それが21世紀ヘデタント皿のままでなだ

れ込むであろう，という情勢判断です。このデタ

ント皿のもともとの出発点というのは，ソ連，中

国，米国なご3大国のそれぞれの国内事情にある

と思います。今のところ，アメリカとソ連は非常

にうまく話合い路線に入つているのです。それか

ら，ソビエトと中国も話合い路線に入って行つた

のですが，今中国の事情をとう見るかというのは

大変に難しい問題で，このことを軽々と私なごが

言う資格はございませんが，少なくとも流れとし

てはデタント五の方へ向かつており変わりはない

と思います。中国がこうなつたから，一挙にデタ

ントが壊れるというようなことはない。先進国で

ある日本がもし．世界の平和，南北問題や人ロ制

止という問題を含めて，こういう役割を果すかは

この観点からみても事情が極端に変わつてきてい

ると思います。例えば，日本の世界平和への貢献

というのは，米ソが対立しているデタント皿の前

の状態においては，日米安保を軸にした米ソ対立

の中での世界平和の模索なのです。ですから，あ

る意味で言うと日米安保の枠の中での世界平和へ

の貢献ということ以上にはできなかつたと僕は思

います。

　ところが，この米ソの話合いができた。こう

いった時に日米安保の中に日本がいるのだからと

いうので　やはり日米安保の枠の中でしか．平和

問題に関する発想がないというのは，こうなので

しよう．許されるのでしようか。つまり，デタン

ト皿にはいる前にアメリカなり，ソ連なり，中国

が日本に対してもつていた価値観とデタント皿に

入つた時の3国がそれぞれもつている日本の価値

観が全然違ってきたと思います。今，日本に課せ

られているものは3国其通，アメリカにもソビ工

トにも中国にも，特に利益をもたらすような国際

的な貢献なんらかの貢献を日本が果たすことが

求められています。今まではアメリカの平和に，

安保条約との絡みの中でいかに貢献するかという

ことで一切が終わっていたが，今度はソビエトに

も中国にも貢献する，貢献する部分はないか，こ

れが間われると思うのです。それが，現状だろう

と思うのです。

4．日本の国際的な役割と貢献

一 国際公共材の貢献一

　つまり，よく言われるように国際公其材にとれ

だけ日本が貢献するかということです。その国際

公共材に貢献すると言つておきながら，国際公其
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材に対して，それ程大きな貢献をしていない，む

しろ邪魔をしているのではないかという説もある

くらいなのです。国際公其材と言いますと，一番

端的に言えるのは，防衛とか軍備です。これはも

う，完全な公共材になりますが，これは乞われる

通り国連軍に参加する訳にもいきませんし，今の

ところ防衛とか軍備の問題については日本は限界

があります。しかも，それは国際的認知を受けて

いるわけですから，そこへ参加する必要はありま

せん。

一 国連への協カー

　あとは国連の問題です。国連への問題は，国連

への必要な資金の協力と，或は国連への活動，そ

ういったものでもう少し積極的にという問題もあ

るでしようが，これはそれなりに貢献があるで

しよう。

一 自由貿易体制への貢献一

　もう一つの問題は何か。はっきりいうと国際自

由貿易体制という公共材なのです。それに対して

日本は一体こういう役割を演じているのか。今の

状況でみると，日本はやはりいろいろ問題を含め

て，自由貿易体制には貢献してない。

一 資金だけでなく犠牲を払う一

　貢献するというのは2通りあるのです。言い方

が悪いのですが，2通りあるひとつはお金でもっ

て貢献をすること。もう1つは自らが犠牲を払

う，日本が犠牲を払う，金で払うというのも犠牲

かもしれませんが，そうではなくて例えば自由化

をやる。米の自由化をやつたら，日本がものすご

い犠牲を払うことになる，と農民が言う。その犠

牲を払うことも貢献になるのです。我々も，犠牲

を一切払わない，日本人は何も犠牲を払わない，

そして，日本人はお金だけを使っておけという発

想しか貢献のし方を考えていないのです。血が出

るような貢献はしないのです。身銭をきってやる

ような貢献をしないのです。これが問われている

のです。そういうことで，国際公共材に，日本が

果たさなければならないところにきていると思う

のです。

5．四全総と21世紀の日本

　ご存知のように，21世紀に向けて．日本が大変

勝手な国だと外から指摘されたことがあります。

こういうことかというと．21世紀までの展望を日

本の政府が公式に出したのは2つしかないのです。

1つは四全総なのです。四全総なごというもの

はT皆さんご承知のように，15年間の間になんと

1，000兆円の投資計画です。これは，民間も政府

もいろいろなもの全部を含めてです。それが終

わってすぐでてきたのが，21世紀の日本です。こ

れは国際問題です。この2つを併せて，その前提

条件になつていたのは世界の平和です。そして，

日本の経済が大体4％程度の実質成長を続けると

いうのが前提なのです。この前提を受けてだれ

が，貢献しているのか，と問われているのです。

実質4％の経済成長，日本だけがそのようなこと

ができるのか。ならば貢献しなさい，と言つてい

るのです。

　私は労働組合にだけいっているのではないので

す。これまでに，財界の人々にもお話をしたので

す。それは，例えば政府の提案した四全総につい

て，これはもちろん財界も参加をして作つたと思

いますが，それに対して財界は，とういうふうに

貢献をしようとしているのか。何もしていないで

はないか。ましてや労働組合においては知らない
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人がいる。四全総に何が書いてあるのか知らない

のです。

一
労働組合は長期ビジョンへ意見反映を一

　労働組合が四全総の中にこういう計画を織り込

むようにと言いましたか。言っていません。未だ

に何もしていない。1，000兆円の投資計画の中に

労働組合が出しているような政策要求みたいなも

のがその中に組み込まれてもおかしくない。その

ような要求なご少しも出たことがない。要するに

これはおまかせする。それで何をやつているのか

というと，自分の賃金が上がれば良いということ

しか考えていないのです。それは今国際的に間わ

れている日本の責任と同じです。国内で労働組合

がエゴだと言われることにつながつているという

ことです。しかし，日本の政府も日本の財界もエ

ゴの塊だから，労働組合もエゴの塊になればい

い，と割り切れば別です。しかし，やはり，労働

組合は財界のエゴを問い詰める，政治のエゴを問

い詰める，責任を問うという攻め方をするために

も，我々がまずエゴを脱却しなければならない，

私はそのように思います。そういうことが．日本

の労働運動の中で，これから本当に間われている

のです。そこが，さっき言つたように賃上げ問題

で，いくら上がってもかまいませんが，一体いつ

までこのような形を継続するのか，やめなさいと

言っているのではなくて一度考えてみる必要があ

るのではないかと思います。「やることが当り前

だ」とマンネリ化しているのはよくない。時代の

変化はあるのです。その時代の変化を読み取つて

ほしい，ということを申し上げなければならない

と思うのです。

6．政治改革で明確な方針を

一 労働組合は政治と金の問題で発言を一

　今ちようご，日本の政治家は，いろいろな問題

を間われています。一番大きく間われているのは

政治と金の問題です。ところがt労働組合は政治

と金の間題について，特別な発言を連合も含めて

やっていないと思います。明確な方針を政治改革

について提示しているとは思いません。何故で

しよう。例えば，こんな事を考えませんか。確か

に自民党けしからんです。リクルート．そのよう

なことで金を集めて．政治に金がいるからといっ

て，そういうことが野放図に罷り通る世の中はけ

しからんと思います。これを追及することは当り

前です。当然だと思います。まだまだ不十分です

から，これは徹底的にやつて然るべきだと思いま

す。その時にこんな話題があつたでしよう。例え

ば，永田町における金銭感覚と，庶民の金銭感覚

は違う。一桁違うのです。2，000万円とか，3．　000

万円とか平気な金と思っている。我々は1万円や

2万円でヒイヒイ言つているのです。それは1桁

も2桁も達うのです。そのとおりだと思います。

ところが，これをよく考えてみると．政治家だけ

だろうか。私は日本人全体にそういう金銭感覚の

マヒ，おかしな傾向が流れようとしているのでは

ないかと思います。

　ます，最初は財界です。こういうことかと言い

ますと．財界は，身銭を切って交際している人は

殆んこいないのです。そう言ったらおこられるか

もしれませんが，結局は会社の交際費です。料理

屋へ行って値段がいくらか聞かないのです。料理

はいくらですか，なんて聞いたことありますか。

聞いたことないでしよう。聞く必要がないのです。

自分が銭だすのではないからです。その代わり社

長の賃金も低いです。重役の賃金も安いわけです。
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税金でとられてしまうから，所得も低いわけです。

会社のために交際費を使うのは，だから当然だと

言うのです。要するに身銭をきることができなく

なる，人のお金を使う，会社の金を使う。その風

潮は，財界から広がったかもしれませんが，全体

に広がっている。労働組合だってそうです。変な

事を言うけれこも，労働組合の組合費の中から，

銭を出す宴会だったら贅沢三昧やつているのです。

自分でお金を出してやったら，ものすこく値切っ

てやつています。抵抗あるでしよう，はっきり

言つて。うなすけないでしよう。これはt世の中

全体がそうなのです。だから，やはりこれをやめ

なければならない。

ればいいのか，銭がかかるというのなら，歳費を

2倍にしてやればいいのです。今，年間でこれく

らいですか，歳費とか通信費とか，全部トータル

で併せてみて1，500万円でしよう，それを3，000万

円にしたらいいでしよう。その代わり一切政治献

金まかりならぬとやればいいではないでしようか。

社長の賃金もあげましよう。この際，重役の賃金

もあげよう。5倍か10倍やればいいではないです

か。そのかわり，全部身銭をきれ。その方が余程

この間題について節約になる。だから世の中何か

変えなければならない。

一 労働組合は税金の使われ方を知れ一

一 日本人の「おごり」を治せ一

　それだけではないのです。日本人の「おごり」

も治さなければいけないのです。別の見方で言い

ますと，日本人というのは，大きな石油シヨック

を乗り切って，いろいろな混乱があっても，とに

かくなんとかしながら順調にここまで成長をし続

けてきた。日本人というのは大したものです。い

ままで，アメリカが唯一の債権国であったのが，

今やいつの間にか，最大の赤字国家になつて，日

本がいつの間にか最大の債権国になつた。日本人

としては，なんとなく誇りがあるのでしよう。プ

ライドも出てきたのではないですか。そして．知

らす知らずのうちに，ひよつとしたら「おごり」

になっているのかもしれない。そんなものも今

言つた金銭感覚と絡みちようご氷山の一角のよう

に，今度のリクルート事件のような政治問題が起

こってきているのではないか，と見る方が，より

正しいのではないかという気がしているのです。

でしたら，この際，思い切って政治献金を一切や

めてしまえばよい，と思うのです。中途半端なこ

とやらないで，一切やめてしまうのです。ごうす

　今，税金は役人が使っているのです。自分が使

うわけではないのです。この金がここへ流れよう

と，とんなに使われようと自分は全然傷まないの

です。そういうこともやはり，仕組みを作り代え

るようになつていかなければならない。それをす

るのは労働組合だと思う。労働運動の中で一番欠

けているのは「怒りを忘れた」という部分です。

日本の国民も怒りを忘れていると思います。

7．消費者物価の引き下げに向けて

　こういう話があります。これも，皆さん参考ま

でにちよつと聞いて下さい。今日は財界の方がい

らつしやいませんが，財界の方がいると必す言っ

ておくのです。こういうことかというと，例え

ば，今は円が高くなつてきたのですが，円が高く

なってきたのか，安くなってきたのかよくわかり

ませんけれこも，一時120円とか117・8円までき

たこともあったわけです。あの当時の状況を想像

してみると，やはり円高による差益の還元という

のは消費者物価がこういうふうに動くかとの関連

の中で，我々は関心があつて然るぺきです。61年
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から3年間の統計だけでみても，卸売物価16％マ

イナスになって，消費者物価が3％プラスなので

す。それに対して何も思っていないのです。卸売

物価16％マイナスでこうして消費者物価が3％上

がらなければならないのか。消費者物価の方は20

％は下つてよいのに。こうして下がらないのか。

円高差益が一番明確に提示されているのは電力料

金とガス料金です。そうでしよう。公表されてい

るし，現実に大きいか，小さいかしりません，社

用の電力は高いですね，こちらにしても公表され

ている，電力は下がつているわけでしよう。或は

ガス料金は下がつているわけでしよう。下がって

いることは公表されたのです。殆んこの会社も電

力を使っているでしよう。下がった分はコストダ

ウンではないか，これだけのコストダウンがあり

ました。従って製品価格をこれだけ安くします，

安くしないまでもコストダウンがこうあったの

で，このコストダウン分についてはこういうふう

に還元しますというような話がでたことがあった

か，そんなことを言つた会社があつたら教えて下

さい。誰もいないではないですか。私はそれを

言っているのです。電力料金が上がった，石油の

値段が上がった，上がつたからというのでコスト

が上がる，従つて製品価格を上げます，これはあ

ります。でも，下がった時は何も言わない。石油

が下がつた，何も言わない。では16％の卸売物価

マイナスの分が入つているではないか，と言えば

その部分は入っているかもしれない。しかし，こ

ういうアクションが起こつた時に，それに答える

ような会社側の考え方みたいなものが外に何もで

てこないのです。それが非常に腹がたつのです。

電力料金が下がつただけで製品価格が下がるとは

思っていません。それでしたら，下がった分だけ

ちよっと基金でもしておいて．地域のボランティ

アなとに寄付をするとか，そういうことがあって

もおかしくないと思うのです。それもまるでない。

今日は連合の役員の方もいらっしやる，僕は連合

にもいいたことがある。例えば，「卸売物価が下

がったではないですか，消費者物価も下げるので

す。消費者物価を下げる運動を起こせ」，と言っ

たら流通関係の組合がいて，だからそこのところ

がまとまらないというのです。

一 日本の労働運動は怒りを忘れている一

　それでは，労働運動は何もできないではない

か，そこのところをきちつと踏み間違わないよう

にしないといけない。そういう部分が，今の日本

の労働運動が怒りを忘れていると言われてもしか

たがないところだと思います。ですから，ちよつ

と遠回りをしたけれこも，我々はもうちよっと労

働組合の既成概念から脱却して，広い視野に立つ

ていろいろな提言をする。結果として，我々の利

益になる。しかし，我々の利益が出発点ではない

のです。もうちよつと広い部分，南北問題の南の

国に対する地球的な人類の幸せとか，こういった

視点から問題を捉えて，結果として我々にも利益

のおすそわけがくる。そういう労働運動に発想と

して変える，そんな時代がきているのかもしれま

せん。そのことを私は皆さんに．ぜひ問いかけて

もらいたいと思うわけであります。

　これからの新しい労働運動というよりも新しい

時代の流れみたいな問題に対して，そういう展望

をもって我々が運動を推進していくには．私が申

し上げたようなことを考え’こいただければ大変あ

りがたいと思っています。

8．新しい労使関係を支える哲学を

　これから先の新しい労使関係をとうしたらよい

のか，という問題はそこと絡んできます。その話

を残りの時間でちよつとお話をしますが，一番の
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問題はこれからは労使関係を支える哲学みたいな

ものをお互いの間で考えることではないか，とい

うことです。残念ながら，今の労使関係の哲学ら

しきものは，我々が20年代，30年代に作り上げて

きた労使関係というもので考え方が整理されてい

る。これからは，今まで我々が考えていた哲学

で　労使関係を維持するのは難しくなると思いま

す。例えば1つの例を申し上げます。今，労働組

合の中でよく議論されているのは，価値観の多様

性です。確かに価値観の多様性と言われればそう

かな，と思うのです。

一 労働組合は評価基準を持て

　労働運動の中で価値観の多様性があるというの

は何だろうか。皆要求が違うということですか，

それを価値観の多様性と言うのでしようか。それ

だつたら，別に今は要求が違うのであって，昔

だったら要求が一本であったということは絶対に

ないのです。昔だつて同じです。何が価値観の多

様性です。一番最低限の「食べていく」というこ

とは，もう終わったことなのです。要するに昔は

食べることだったのです。食べることは出来る。

それ以上のプラスアルフアのことなのです。プラ

スアルつアのことなら。皆達うのです。そのため

に必要なのは，労働組合の評価基準なのです。労

働組合自身がやはり，評価基準を持つようになら

ないと，そこへ飛び込めないのです。ところが，

労働組合というのは評価基準を持っていないので

す。これからはここへ大胆に挑戦する時ではない

ですか。いつも私は，解りやすい意味で皆さんに

よく聞く事があります。それは今私が例えば，

1，000万円皆で分けなさいと言ったら，皆さんご

うやってわけますか。100人で分けよう，10万円

ずつ分ければいいのではないかとか，あるいは年

齢別の配分か。せいぜいそこまででしよう。例え

ば，あの人はこの会にものすごく貢献してくれ

た，あの人にはやはり30万あげよう，あれは何も

せす眠つていた，5万やればよい，というような

評価基準が労働組合にはありません。残念です

が，出来ないのです。しかし，価値観が多様化す

る，もっと言うのならば，趣味とか娯楽とか或は

自分のライつサイクルというか，そういった問題

にプラスアルつアとしての新しい要求が出てくる

ということについては，やはり評価基準順序と

いうものがでてくるのではないですか。労働組合

ではごちらが重いか，こちらが大事か，何が大事

か．そういう部分に労働組合が一つの基準を持た

なければならない。そうしないと，価値観の多様

性という問題に対応する方法がない。価値観の多

様性というものを知るためには，トップダウンで

はなくて，ボトムアップでしよう。ボトムアップ

というのは，上がってきたものの選択です。全部

同じ扱いでは困るでしよう。評価基準があれば，

順序が決って来ます。いろいろな角度から新しい

評価基準に挑戦をするのが，新しい労使関係にお

いての一つの有り方だと思います。それをお伝え

したい。

9．非組合員の問題にも対応

一 労働組合は中間管理職層にも目くばりを一

　例えば労働組合員と非組合員とに分けて考えて

みると，管理職というのはだいたい非組合員，今

の状態でいいますと，非組合員の数，非組合員の

数といつて悪ければ管理職，ホワイトカラーで

す，要するに本来労働組合員の資格があるけれと

も，組合に入ることをやめておこう，そういった

層がものすごく多いのです。数も大きいし，同時

にそれらの人の占めているその企業の中の位置づ

け，影響力，これはものすこく大きいのではない
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ですか。この人達は，完全に放置されている。と

いうのはとういうことかというと，例えばこれら

は高学歴の人たちです。今だいたい大学にはいる

人々が，高等学校を出て45～6％ですか，今後は

もう少し上がるのではなし、ですか。何故ならば，

人ロも減つてきますし，児童の数がずっと減って

きます。ですから，これからは難しい試験をしな

くても入れるようになるでしようから，おそらく

60％ちかく大学卒になる，大学入試がなくなるの

ではないでしようか。労働組合にそれらの人を組

織するには，日本の労働組合はもう一度脱皮しな

ければならないのではないですか。そういう問題

が起こるかもしれません。今のところでみれば，

そういう層が広がっている。それらの人々に対す

る労働組合の対応の問題，或はそれらの人々との

連携の問題がでてくるでしよう。今経営側がいろ

いろな角度から，合理化というよりはむしろ出向

だとか，或は派遣だとか，或は新しい開発，プロ

ジェクトと言いますか，そういったところで少し

脇の方に追い出しているのが，学卒の管理職層で

す。それはきびしいです。彼らにしてみれば，毎

日が戦々恐々です。労働組合だったら，いやだと

いえばいろいろな理由をつけ，会社と交渉します。

彼らは一片の通告です。労働組合はこれらの人々

に対してこれだけの面倒をみるか，世話をやくか

ということが必要になっている。彼らは，組合員

ではないです，組合員ではないですが，そういっ

た問題に対処しなければならない。そうすると本

来今までの労使関係で考えていたような問題と

は，ちよつと別の意味での労働組合の役割，つま

り人間をこうするかという問題そういった意味

の広がり，物の考え方みたいなものが労働組合の

中でかなり大切になってくるのではないですか。

つまり，これまでは賃上げだけであつたし，或は

一
時金の要求だけであったのが，そういう部分に

労働組合が人の使い方の問題とか，或は人間のあ

り方の問題とか，そういうものまで含めて社会生

活の部分に，労働組合が関知するというような時

代ではないでしようか。これは単に企業別労働組

合の中だけの解決からtもうちよっと広がるかも

しれません。

一
「連合」は社会運動としての労働運動を一

　「連合」その他のことを考えますと，これから

個別の労使関係のことを扱うわけではありません

が，言わすもがなのことですけれとも，社会運動

ですから．社会に対する取組みみたいなものが，

当然「連合」の運動の範囲であろうと思われるの

です。その社会運動の一つのあり方の中に今言わ

れているような問題がでてくるのでしよう。例え

ば，パート労働というような問題はこれからもの

すごい形で変化をし，発展をしていくのではない

でしようか。そうすると，パート労働に対する労

働組合の処し方というものも，質が違うと思う。

今までの労働運動の待遇の仕方とは基本的に質が

変わる方向でやはりパート労働に対する待遇の仕

方とは，というような問題が起こってくるのでは

ないでしようか。つまり，今までは労使関係の中

における労働条件を中心にする争い，従つて要求

とかそういった問題の取り決めに時間をかけた。

これからは，その人の生き方の問題を含めてこう

するか，という問題が労使の間で議論されなけれ

ばならない。それは決して組合員だからそうであ

る，組合員ではないから違うということではなく

て，企業の中にいる人達全てに対して考える，そ

ういう時代がくるのではないのでしようか。組合

員だけでなく，組合員以外の方にも労働組合はお

世話をしなければならない。そうすると，労働組

合は当然何のために存在する，という問題が問わ

れる。つまり，哲学が問われるということになる

のです。それが，2つめです。
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10．労働運動も新しいライフスタイ

　ルに合せて

　それからt今までは労働運動としての賃金，或

は一時金を中心として運動をしてきましたが，こ

れからはたぶん余暇，要するに休暇とか，休日と

かそういうものに労働運動は当然走らざるをえな

いだろうと思います。それは単に労使の間で休暇

をふやせ，休日をふやせということでは問題は解

決しないわけです。それはやはりt休日なり休暇

なりを要求したと同時に，休暇を過ごす環境を作

る，というところに労働運動が進んでいかないと

この間題は解決はできません。だから，そこはや

はり，「連合」を通じてやらなければならないと

いうことになるのです。いわば我々が働いて得た

パイの一部が少なくともそういう休暇とか休日の

過ごし易い環境作りに金が回るということも含め

て，労働組合の取り分としてこうかという問題に

これからはtとり組まなければならない。

1っの理想像を描いて活動を一

　我々は計画的に労働組合としてのライフスタイ

ルなりを決めるということではないでしようか。

それは，労働組合の一つの理想像を描いて，そし

て，その像を追及するような仕組みをつくってい

かなければならない，というところに労働運動は

入らざるえないのではないでしようか。そういう

意味では，従来のような発想ではこれから先やつ

てはいけないし，組合に対する信頼，依存そうい

うものが必要になるでしよう。その意味では，新

しい，大きな方向を示してライフスタイルをちや

んと示して，そこへ行くのだ。そのために我々

は，こういうことが必要だということがきちっと

示される。その時に我々には非組合員であるけれ

とも管理職の人も含めて，そういう中に参加させ

ていかなければならない。そういう時代にきてい

ると思います。これまでの労働運動はこちらかと

いうと，単純では言い方が悪いですけれとも，極

めて単純な賃上げ中心でありました。これから

は，賃上げではなくてもう少し広い意味でのライ

ヲスタイルとなるのではないか，そこを追及する

ような運動に転換をせざるえない，そういう状況

がきているのではないかと思います。

11．新しい世代で21世紀を切り開こ

　う

　今，私こもを含めて3つの組織でもって，こう

いうシンポジウムをもつているわけですが，これ

からこのへんのところを勉強をしていくというの

は，今言ったように情報の交換もさることなが

ら，そういった意味で我々の活動というものが位

置する，その望ましい形をつくるための対応策を

検討する時期がきているからではないでしようか。

　最後に今まで申し上げました問題は，決して何

も具体的に各々，かようなことができるからこう

したらこうですかというほとの示唆にとんだ具体

的な方針を示すことはできませんでした。最初申

し上げましたように，一応こういうところは問題

点ではないですか，という提起にしかなりません

でした。こうしてもここのところが問題点だとい

わざるえない，そして，皆さんに解いてほしい，

こう思います。

一 世代交代で新しい労働運動を一

　そして，一番望ましいことは1つの例を申し上

げて終りにしたいと思いますが，世代の交替の時

期がきているのではないか，というふうに思いま

す。つまり，ロはばったいようですけれとも，私

は29歳の時に組合の書記長をやつております。そ

一 47一



こが皮切りと言えぱ皮切りでしよう。何故29歳で

なれたか。特別の人間であったわけではないんで

す。29歳の若造を書記長に採用したのは，その時

の組合長であります。当然です。いつの場合でも

そうです。その時の組合長は幾つであったか，当

時は55歳が定年でありました。50歳から55歳の間

の人でした。この定年前の50歳か55歳のおっさん

が，「おい，若造お前が書記長をやれ」といったの

です。そして，登用してくれた。私は，昭和30年

から書記長をやりながら，ずつと鉄鋼労連にいる。

30年間やれるのです。若い時期からすっと続けら

れるわけです。その時の先輩は偉かったと思いま

す。ここで，考えてほしいのです。21世紀はもう

すぐです。12年間これから労働運動を続けていた

ら．60歳を仮に定年と考えてみたら，47歳か48歳

でないと60歳に到達しないではないですか。そし

て47歳の人か48歳の人をここで委員長に登用する

とその委員長は21世紀まで自分で扉を開けること

ができる，21世紀の委員長だということです。こ

こで，バトンタッチだから55歳にしとこうと言っ

たら，もう少し手前のところで彼は下りるのです。

またそこのところで補充をするにしても，扉を開

けようと思ったけれとも，到達できないでやめて

しまうのです。迫力も何もないのです。継続も何

もないのです。労働運動全体を信頼できる世代交

代，今それが必要なときである。そんなことを最

後に申し上げて終わりたいと思います。皆さん，

ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　【文責：事務局】
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〈講演皿〉

『新しいライフスタイルと労使の役割』

藻嫉
　　　菱毒

鳥侮

1．日本経済の動き

　新しいライつスタイルということなんですけれ

こも，ます最近の日本経済の動きから考えてみま

すと，一昨年の後半ぐらいから景気がにわかに回

復して，去年今年と大変温和な好景気になってお

ります。高度成長の再来か。いつたい何故こうい

うことになったのかという説明をエコノミストた

ちがやっているわけです。そういう議論を整理す

ると，3つぐらいのことがいわれていると思いま

す。1つは株と土地の値上がりによる「資産効

果」があつた。2番目は「輸入原材料価格を大幅

に引き下げた円高メリット」がやはり大きかった。

3番目は政府の「内需拡大策」が効果を発揮した。

だいたいこういう説明をしているわけですけれと

も，私はこういう説明方法にあまり感心しないほ

うです。なぜかといいますと，こういうふうに経

済が動くことをあらかじめ予想をしていたのだっ

国際日本文化センター教授

名古屋大学教授（併任）飯田経夫

たらよいのですが，ほとんご誰も予想していな

かったと思います。にわかによくなつてから「後

講釈」で説明したということだと思います。だと

すると，わかったような顔して説明するよりも，

ます「びつくりする」ことが大事ではないかとい

うのが私の見方です。要するに「信じがたい事」

が起こった。「驚くべき事」が起こったというふ

うにびつくるすることが先決ではないでしようか。

ただびつくりしているだけでは能がないから，

びっくりした後でこういうことを考えるかという

ことがポイントだと考えています。私はごういう

ふうに考えたかというと，こういう信じがたいこ

とが起こった，驚くべきことが起こったからに

は，「経済の仕組みに何らかの重大な変化が生じ

たのではないか」というふうに考えてみます。こ

の場合，経済の仕組みの変化といっても，その資

産効果とか円高メリットとか内需拡大策とかとい

うような，いわば短期の表面的な変化ではなく

て，もう少し経済の奥深い所で究極的な意味を持

つ変化が起こったのではないかと考えてます。そ

ういう変化のことを，仮に「構造変化」と名づけ

ますと，何らかの構造変化が起こつたに違いない。

それではいつたいその構造変化とは何だろうか

と，考えてみるのが一番わかりやすいのではない
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かというのが私の見方です。以下．私が考える構

造変化について申し上げたいと思います。

一
経済に生じた「構造変化」

　世論として，日本経済の大きな流れについて議

論をする時の「論調が大きく変わった」のではな

いかということを申し上げたいと思います。たと

えば，数年前とここ1，2年で論調が大きく変

わったのではないかということです。こういうふ

うに変わったかといいますと，数年前は「物の時

代は終った」という議論が支配的で，日本人は豊

かになって物に満ちたりたから，もう物は作らな

い。これからはサービスの時代だといういい方を

しております。物はハード，サービスはソフトと

いうふうに言い代えると，ハードの時代は終っ

て，ソつトの時代がきたんだ。従つて物づくりは

時代遅れ，メーカーはダサイというような議論を

しきりにいつていたわけです。ご承知のように工

業を中心とする物の製造産業を第2次産業とい

い，それからサービスをつくる産業たとえば，金

融保険とかホテル・レストラン，そういうサービ

スを作る産業を第3次産業といいます。第2次産

業の時代が終って，第3次産業の時代がきたとい

うのだったらまだわかるが．これからは「第4

次，第5次産業の時代だ」という人がいます。第

3次産業の時代だというのだったら，賛成するに

しろ反対するにしろ議論すればよくわかるのです

が，第4次，第5次産業ということをいいだすと

わからない。第4次．第5次産業というのは字引

を引いても言葉はのつていないし，経済学の教科

書にも書いてない。要するにムードだけの言葉で

す。そういうムード先行型の議論が流行していた

のが，ここ1，2年もう1回元にもとってきたと

いう感じです。

一 新しい物づくりの方法一

　たとえば．これからは「2．5次産業が非常に

重要だ」というような言い方をするようになった

わけですね。2．5の中の2が第2次産業，やは

り「経済の基本は物づくりだ」という当り前とい

えば当り前の認識が再度話題にされたということ

です。そこで0．5プラスされるのはいったい何か

というと．物づくりが経済の基本だとしても，こ

れまで通りの物をこれまで通りの方法で作ってい

たのでは，これからはたちゆかないということだ

と思います。そういうありきたりの物をありきた

りの方法で作るのであれば，日本人もそういうも

のには満ちたりているし，しかもそういうものを

作るのだつたら，日本で作らなくても日本の周辺

のアジアの国々で作つた方がはるかに安いコスト

でできるということです。したがつて，これから

は「新しいものを新しい方法で作らなければいけ

ないというのが0．5だ」と思います。しかし，それ

にしても4次産業　5次産業だといっていたの

が，2．5次産業に戻ったというのは大きな流れ

の変化だと思います。

一
ドライビールにみる経営戦略の変化一

　そういうことで「企業の経営戦略も変わった」

のではないかと思うわけです。経営戦略というと

大変難しいですけれこも，要するにこういう考え

方で物を作って，こういう考え方で売るかという

ことだろうと思います。その経営戦略の変化みた

いなものを非常にわかりやすく象徴的に表してい

るのが．ビールの売り方が変わったのではないか

と思います。数年前は「ビールは容器，入れ物で

競争をやっていた」と思います。ビールの容器は

大別するとビンと缶と樽との3種類ですが，その

各々のサイズやデザインも様々に変つて．一番多
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い時は200種類ぐらいの容器が出回っていたとい

うことで，なかには注ぐ時にホーボケキヨと，鶯

が鳴く樽まであったということです。そういうふ

うな物の売り方をするのが新しい時代の経営戦略

だということを一部の学者たちがしきりにいって

いたということです。ところが3・4年前から新

しい容器がでなくなつたわけです。新しい容器が

でなくなってビールメーカーはTもう一度味で勝

負しはじめてtその中でアサヒビールがスーパー

ドライというすこいヒット商品を探りあてたわけ

です。アサヒビールのシェアが一昨年10％，去年

20％，最近になって20数％までに上っているよう

ですが，ビールのような成熟商品で1年間にシェ

アが10％動くというのは奇跡に近いことが起こっ

た，大変なことが起こったということだろうと思

います。容器で競争するのはソフト的といいます

か，中身で競争するのがハード的な競争というふ

うに考えるのですから，やはり明らかに「ソフト

からハードに戻つてきた」ということではないか

と思います。ただ，スーパードライにも若干わか

らないところがあります。私は評判になつてすぐ

に飲んでみたのですが，うまいと思えばうまいけ

ご，これまでと変わらないと思えばかわらない。

ビールなんていうものは自分の体の調子とかで，

味が異なります。あるいはビールの冷え具合いと

か，いろいろなことで同じビールでもうまかった

りまずかったりするから，味の競争といつても容

器の競争と似たいかがわしい話かと，一時疑った

のですけが．ごうもそうではないらしいようです。

ある人が教えてくれたのですが，「スーパードラ

イのすごいところは，普段ビールを含めたアル

コールを飲みつけない人が抵抗なく飲めるところ

がすごいところである」と。私は普段飲みつけて

いるから，私のような人間にはスーパードライの

良さはわからない。しかし，普段飲まない人に飲

ませるということに成功したということは新しい

マーケットを切り開いた，作り出した，大変なイ

ノベーションをやつたのだというふうに素直に評

価すべきことだと思われます。

1985年度　86

　：キリンの88年度は
11カ月変則決算

8フ 88　　89〔予想）

一
重厚長大産業のみごとな立ち直り一

　それから，もう1つ最近変わったなと思うこと

は，これからは物がだめだという議論で，物の中

でも最もだめなのは何かというと，重厚長大産業

だという話になったわけです。ところが今になっ

て重厚長大産業でつぶれたものがあるかという

と，1つだけあると思います。それは石炭だとい

うことです。石炭は他のエネルギーに比べて，決

定的に不利なところがあるから，これはつぶれて

もしようがない，いずれつぶれる運命だったのだ

ろうと思います。ところが石炭の他に重厚長大で

つぶれたものはないと思います。今一番苦しいの

は造船だろうと思います。世界的に船があまっ

て，船の注文がないというので，造船メーカーは
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たしかに苦労していらつしやるんですが，造船

メーカーでも本当に困っているのは船専業に近い

ところで，船専業から抜け出して船以外にもいろ

いろな多角化の努力をしてきた造船メーカーはき

ちんと健闘しているということに気づきます。そ

れから，重厚長大の見本，したがつてだめな見本

といわれたのが，鉄鋼だと思いますが，鉄鋼がみ

ごと立ち直ってフル操業で史上空前の高収益をあ

げています。これは，好景気に幸いされたという

点があるかもしれないが，それだけではないよう

です。1つだけ例をお話ししますと，皆さんご承

知のように，韓国の自動車産業が大変伸びて現代

自動車がポニーという車を作って，韓国に行くと

ポニーという車が走ってUるし，最近は輸出も増

えて，アメリカでもポニーを見かけるわけです

が，アメリカではエクセルという名前で売ってい

るようです。その韓国の自動車乗用車のボディ

に使う薄い合板は、今なお全て日本製だといいま

す。韓国は鉄でもなかなか勢いがあって，浦項と

いう所に立派な製鉄所がありますが，それでも自

動車の乗用車のボディに使うような薄い高級な合

板はできないという。ある時新日鉄の方にお会い

して，「お宅にできる薄い高級な合銀がなぜ韓国

の鉄鋼業ではできないんですか」と質問したら，

「なぜ新日鉄にできるのかと質問しろ」と言われ

ました。鉄といっても大変な技術力をもつている

ということです。それから，韓国の自動車のエン

ジンですが．韓国国内で売つている車のエンジン

は国産化のものですが，輸出むけのエンジンは三

菱のエンジンをほとんご使つているようです。で

すから韓国の自動車産業が伸びれば伸びるほこ，

日本の韓国に対する鉄鋼やエンジンの輸出が増え

るという仕組みになつているのだと思います。で

すから，鉄も見事に蘇ったということです。鉄と

ならんで重厚長大の見本，ダメージの見本といわ

れたのが，化学です。化学も立ち直つてエチレン

のプラントなんか足りなくなって，新しく作ろう

というような動きがでてきているわけです。そう

いうふうに考えるとt重厚長大はだめで，これか

らは軽薄短小の時代だというようなことをしきり

にいっていた人達が「軽薄だった」ということで

はないかと思います。そういうことでありますか

ら，すいぶんここ1，2年で流れが変わったと思

います。

　したがって，もう1回数年前の流れが変わる前

に戻つて，その当時流行っていたキーワードをい

くつか思い出してみたいと思います。以上お話し

たことをキーワードでいうと，「経済のソフト化，

サービス化」というキーワードですね。ソつト

化，サービス化というのは流行ってたけれとも，

その他に流行ってし、たキーワードで，たとえば

「脱産業化」というのがあったり，あるいは「成

熟」というのがあったり，「豊かさ」あるいは「情

報化」いろいろなキーワードがありました。たと

えば，堺屋太一さんは「知価革命」というキー

ワードを作つた。この場合のチカはご承知のよう

に土地の値段ではなくて，知識・知恵の知です。

山崎正和さんは「柔らかい個人主義」というキー

ワード，電通は日本には「大衆がいなくなって小

衆」ばかりになった。博報堂は日本には「大衆が

いなくなって分衆」ばかりになった。そういう

キーワードを以上のように順不動に並べてお互い

に比較してみると．ニユアンスが少しずつ達うと

思います。ただニユアンスの違いはたいしたこと

がないから，ニユアンスの違いはここでは切り捨

てて，エッセンスといいますか．要するにそれら

のキーワードが本当にいいたかったこと，エッセ

ンス，核心，ポイント．そういうものに注目する

とたくさんあったけれこも，本当にいいたかった

ことはこのキーワードも同じだったんではないか

という感じがするわけです。しかし困つたこと

に，それではそれらのキーワードに共通するエッ
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センスとか，ポイント，本当にいいたかったこと

はいったい何なのかということを，きちんといお

うとするとわからなくなります。何か焦点がぼけ

ていたような気がするわけです。なぜ焦点がぼけ

たかというと，私の解釈では皆さんが格好いい言

葉を使い過ぎたからではないかというふうに思い

ます。格好いい言葉を使うと流行しやすい，世の

中に受け入れられやすいわけですが，しかし言葉

が格好よすぎると議論の足が地面から離れてぼや

けるということが時々起こります。このケースも

その端的な一例ではないかと思います。

2．アメリ力的生活スタイルの行き
づまり

　言葉の格好よさは一切無視して，わかりやすさ

だけに重点をおいて，すばり一言でエッセンスを

いうと，とういう言葉が一番いいかというと，私

は「行きづまり」という言葉が一番いいのではな

いかと思います。ところが，行きづまりという言

葉は全然格好よくない，格好が悪いからあまり流

行らない。だから．そういう題の本を書いても誰

も買ってくれないだろうという悩みはあります。

それでは，何が行きづまっていたのかというと，

結論を先に申し上げると，「20世紀前半にアメリ

力人が作つたライフスタイルが行きづまつてい

た」のではないかと，私は考えております。20世

紀前半にアメリ力人がそれまでにない新しいライ

フスタイル，すばらしいライフスタイルを作つた

と思われます。商品でそのライフスタイルがこう

いうものであったか，つまりこういう商品，こう

いう製品がそのライフスタイルの中心であったの

かといいますと．私は1つは「車」で，もう1つ

は「一連の家電製品」だというふうに考えます。

　車は機械，メカとしては19世紀後半のヨーロッ

パの発明ですが，ヨーロッパの人は車を贅沢品だ

と信じて疑わなかっただろうと思います。今でも

そのなごりがロールスロイスとかベンツという車

に残つていると思います。20世紀前半のアメリカ

にヘンリー・フオードという天才があらわれて，

車はヨーロッパ人が考えるように必すしも贅沢品

ではないと考えた。車は大衆の必需品ではない

か，必需品でなければならないと考えて．車とい

う商品の考え方，車という商品コンセプトを180

度ひっくり返すわけです。そして新しいコンセプ

トに基づいて作った車が有名なT型フオードとい

う車です。それをコストダウンして売り込んで実

際に車を大衆の必需品にしてしまつたということ

だと思います。それで生活が，がらっと変わった

わけであります。19世紀のイギリス流ライフスタ

イルでは，蒸気機関車にひつばられた列車に乗っ

てグループで駅から駅への移動をしていたのが，

個人が車を運転してドアからドアへの移動をする

ようになり人間の行動範囲が一挙に広がり，かつ

柔軟性を増しました。その結果，モータリゼー

ションという全く新しい文明ができたということ

だと思います。モータリゼーシヨンにはいくつか

弊害がありますが，その弊害をはるかに上回る良

さがあるから，ここまで普及したと考えます。そ

の車が1つの柱だとすると，もう1つの柱が一連

の家電製品だと思います。家電製品のはしりは電

灯ですが。電灯を発明した人はトーマスエジソン

ですけれこも，エジソンはフオードと同じアメリ

力人でフォードより若干先輩ですが，同じ時代の

人です。電灯の出現自体はすごい発明だったと思

います。つまり夜が一挙に昼になったということ

ですから，大変な変化でした。それ以降工ジソン

が作った会社が紆余曲折を経て今のGE（ゼネラ

ル・エレクトリック）という会社になつているわ

けです。そのGEがいくつかの競争相手と競争し

ながら，新しい家電製品をとんごんと世の中に出

して大きな革命を起こしたというふうに考えてい
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ます。電灯でこういう革命が起こったかという

と，皆さんや私が生まれた時はすでに電灯がつい

ていたから想像するしかないのですが，私が実際

この目で見たという記憶があるのは「電気洗濯

機」の普及です。電気洗濯機が日本に爆発的に普

及したのが昭和30年代ですが，洗濯機というのは

本当にすごい商品だつたなと今でも思いますの

は，洗濯機が家庭に入ったおかげで主婦の家事労

働が一挙に楽になりました。冬の寒い時に冷たい

水に手をぬらさすに洗濯できるようになつたの

で，「しもやけ」とか「ひび」とか「あかぎれ」と

いうのは一挙になくなっていき，全国の主婦が一

斉にニコニコしはじめました。主婦がニコニコす

ると一家が幸せになるということになります。だ

から，私たちにとつては昭和30年代に出現日本

に普及した電気洗濯機と同じぐらい大きなインパ

クトをもつた商品が最近10数年間にあつたかとい

うと，ごうもなかったような気がするぐらいです。

一
連の家電製品を中心にする20世紀前半アメリ力

型のライつスタイルが20世紀前半，いいかえると

第2次大戦前には基本的にはアメリカだけのもの

だったと思います。電気なんかはもう日本を含め

て世界中に普及していたのですが，他のもろもろ

のものはやはりアメリカだけのものだった。とこ

ろが20世紀後半になって，言い代えると第2次大

戦後になって，まず西ヨーロッパ諸国と日本に

渡ってきてあつという間に普及してしまつて，そ

れから全世界に広がって，今では全世界地球上の

あらゆる所で人々がやつている生活の，つまり

人々のライフスタイルの最もはでな部分が，全部

アメリ力人のまねをしているという見方ですね。

そのことを考えると本当に20世紀はアメリカの世

紀だつたなという感じがするわけです。世界中の

人に自分のまねをさせることに成功したわけです

から，アメリカの成功はすばらしいものであった

というふうに考えます。

一 成長高めた三種の神器と3C一

　日本でアメリ力型のライフスタイルが入つてき

て普及したピークが昭和30年代，40年代の20年間

だつたんです。昭和30年代に「三種の神器」とい

う言葉が流行って，この意味が「電気洗濯機」の

他に「電気冷蔵庫」と，「白黒テレビ」。昭和40年

代に「3C」というのが流行って，これが

「カー」，「クーラー」，「カラーテレビ」です。合

計6個の中で1個が車であと5個が家電製品なん

ですね。だから，「三種の神器」．「3C」という言

葉が流行つた30年代，40年代の20年間というのは

日本にアメリ力型ライフスタイルが渡ってきて

あつというう間に普及した時代だったと思います。

ちなみに車についていいますと，おそらく日本で

モータリゼーションに火がついたというか，モー

タリゼーションが本格化したのは，トヨタカロー

ラの発売だったと思います。トヨタカローラがで

たのは，たしか昭和41年．日本のモータリゼー

ションに火がついて，昭和50年にはもうモータリ

ゼーションが当り前のようになってきました。そ

ういうふうに車と家電製品に代表されるアメリ力

型のライフスタイルは本当にすばらしいライつス

加一つは豹一すべてにもの硲・うプラ刈00㏄の余裕
閑蹴怜鴨寓働一■快足：：＝一：：：：　蒔か．哨唱噌嫡一一罷　蛋脩一．，　　　・．

　　　　　伺陶】臨旧』コr鰯

回蕎i甕蒼蓬甕甕塁蔓甕望
マイカー元年。41年，大衆車力ローラが登場した。
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タイルですが，ただいかにすばらしいライフスタ

イルでも，20年もやるとだんだんとその延長線上

でやることがなくなってくるだろうと思います。

一 消費の飽和＝行きづまり一

　そのことを私が「行きづまり」と言つたわけで

す。その行きづまりをもう少しわかりやすく言う

と，ます消費者にとって行きづまりとはこういう

ことかと言いますと，行きづまる前は日本の消費

者は誰しもほしくてほしくてしかたがないけれこ

も，まだ持っていない物がいくつかあったわけで

す。それを手に入れたいものだから一生懸命働い

て，貯金をしてそこヘボーナスを上乗せして，そ

のうち1つでも手に入れて使つてみると，それを

手に入れる前と比べて生活が目に見えて楽しく

なった，豊かになった，快適になったということ

で，生活水準が毎年ぐんぐんと目に見えて上つて

いく，強烈な実感があった。それが行きづまる前

だと思います。ところが行きづまった後はこうか

と言うと，大体ほしい物は全て買って，買いたい

物はなくなつてしまったということではないかと

思います。ですから，寿命が尽きれば買い換えを

やるわけですが，買い換えは所詮買い換えでしか

ない。ほしい物はだいたい手に入れたので満足感

はあるのですが，他方ではややしらけた気持ちが

生じてきます。これが消費者にとっての行きづま

りだと思います。

　企業にとっての行きづまりは何かと言うと，ま

ず行きづまる前は企業の経営というのはいつでも

苦労があるのですが，苦労があるにしても基本的

には行きづまる前は作れば飛ぶように売れたとい

うことだと思います。ですから，売り上げも利益

もとんごん増え，会社の規模もとんとん大きくな

り，ポストも増えるというようなことで，企業経

営にとつて全くよき時代であった。ところが行き

づまった後はとういうことかと言うと，消費者を

含めて，ともかくお客様に物を買つていただくの

が，ものすごく難しくなったということです。四

苦八苦しなければ物は買ってもらえないというこ

とになった。したがって売り上げとか利益がそん

なに伸びない。企業の規模もそんなに大きくなら

ない，ポストも増えないということで企業経営に

とつて非常につらい時代が来たということです。

マクロの経済で言うと行きづまる前が高度成長

で，行きづまってからは低成長だと思うんです。

私は昭和50年代に入ってから昭和の終わりまでの

10数年間は基本的には行きづまりではなかったか

と考えております。行きづまりということを，例

え話で言うともっとわかりやすいと思います。行

きづまりというのは，消費者がお腹一杯食べて満

腹状態になって，これ以上食べたくないといって

いるときに，消費者をつかまえて企業は無理に口

をこじあけて，力つくで食べ物を押し込む。

　「もっと喰え，もっと喰え」と言って押し込むよ

うな売り方をせざるを得なくなっていたというこ

とです。ビールの容器が200種類に近づいたのは

そういうことだったと思います。ただこの場合は

ビールメーカーは一生懸命食べ物を消費者に押し

込もうとした，つまり容器の目先を変えれば日本

人はもっとビールを飲むようになるかと思ったけ

れと，結局売り上げが増えなかつた。消費者は食

べ物を食べなかったということで，容器競争は

終ってしまつたということです。だから，ビール

の容器競争というのは，企業が行きづまりに直面

して四苦八苦やってみて，やってみたが成功しな

かったという一例だろうと思うわけです。そうい

うような行きづまりは大変つらい，一番つらいの

は企業だろうと思います。企業にとっては行きづ

まりを打破したいということは，だれでも考える

ことです。こうやったら行きづまりが打破できる

かということは，理屈だけならばすくにわかりま
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す。というのは．行きづまったものが20世紀前半

のアメリ力型のライつスタイルだとすると，その

行きづまりを打破するには20世紀前半のアメリ力

型のライフスタイルを超える新しいライフスタイ

ルが生まれれば行きづまりが打破できる。そうい

う新しいライフスタイルが生まれない限りは，な

かなか行きづまりは打破できない。小手先のこと

をやってもだめだ。そいうことは誰しもわかるの

です。

一 ハイテクフィーバーのもつ意味一

　それでは，新しいライフスタイルが生まれると

いうのはこういうことかと言うと，まず出発点は

技術の進歩だと思います。技術は絶えす進歩する

から，新製品は始終生まれるわけです。ただ新製

品の多くはほとんご全てが，出た時には一応話題

になるけれこも，すぐに消えてしまうわけです。

しかしそれではだめで，新技術が生み出す新製品

の中から，かなりのスケールをもった「ヒット商

品」が1つや2つではだめで，5つか6つ群をな

して出れば，それが新しいライフスタイルの生ま

れる状態だと考えられる。ですから，いわば「新

三種の神器」，あるいは「新3C」が生まれるとい

うことが「新しいライフスタイルの誕生だ」と思

います。そういうことですから，行きづまってか

ら新しい技術に皆が熱い眼差しをむけるように

なつているのです。そこで新しい技術のことを先

端技術，ハイテクノロジー，ハイテクという．非

常に立派な名前をつけて，ハイテクを巡る論議が

ものすごく高まってくる，つイーバーしたと思い

ます。新聞，雑誌でいいますと，ハイテク論議に

一番熱心だった新聞は「日経産業新聞」，一番熱

心だつた雑誌は「日経ビジネス」ではないかと思

います。日経というのは非常にハイテク論議に熱

心だった。私は必要上日経産業新聞や日経ビジネ

スに時々目を通しますが，ある時期の日経産業新

聞および日経ビジネスが，まるでハイテクのこと

しか書いてないような感じでした。ハイテク以外

はなにも書いてないような気がしました。私は一

生懸命読みましたが，読んでもさつばりわからな

い記事が次から次へと出てくるのが私の感想でし

た。なぜ私が読んでわからないのかといいます

と．初めは私は文化系出身で理科に弱いからわか

らないのかと思っていたのですが，やがてそうで

はないということに気がつきました。というのは

あの時期の記事は書く本人がわからずに書いてい

るから，読者にわかるはすがない。これは「日

経」の悪口を言つているのではなくてフィーバー

というのはそういうことなのです。いかにも

フィーバーしたなということです。ですから，ハ

イテクというのは非常に議論はされたけれこも，

著しく議論先行型で中身がなかなか伴わないもの

だという印象が非常に強かった。そういう時代が

ずっと続いたと思います。

一 新しいライフスタイル

　rlNS」「テレビ電話」の実験一

　ただ中には議論だけではなくて，実際に新しい

ライフスタイルの実験をやったケースがあります。

おそらく世界で一番大がかりな実験を日本がやっ

たと思うのですが，それは今のNTTが電電公社

時代にはじめたINSという実験です。　lNSと

いうのはこういうことかといいますと，情報通信

関連技術こ言つてもいいしtそれからコンピユー

ター技術プラス通信技術と言つてもいいし，ある

いはME（マイクロ・エレクトニクス）技術と

言つてもいい。その3つの言い方，少しすつ意味

が違うけれとも，だいたい同じ。そういう新しい

技術を使うと，これまでにないライフスタイルが

可能になったというのがlNSの言いたかつたこ
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とです。そういうふうに言葉で言い，字を書いて

みせるまでだったら日経と同じなのですが．電電

公社，NTTの偉かったところは，それを議論だ

けではなくて．実験をやってみたことだと思いま

す。というのは，東京の三鷹・武蔵野両市でモニ

ターを募つて，モニターの家庭にいろんな機械を

持ち込んで使わせてみたのです。この実験がはじ

まったのが昭和59年ではないかと記憶しています

が，実験のはじまつた時にはマスコミ等で取り上

げられて，鳴りもの入りではじまりました。もう

とつくに終つたはずですが，終つたというニユー

スが一向に聞こえてこないし，成功だったか失敗

であったというニュースが新聞に載らないところ

をみると．失敗したのだなということがわかるだ

ろうと思います。事実失敗したようで，私が聞い

ている断片的な話しの中でいうと，たとえば，

つアクシミリを各家庭にいれて使わせてみたので

すが，ある人はとういう使われ方をしているのか

といつて調べ’こ回つたら，ほとんこの家庭で電源

が切ってあつた。なぜ電源を切るのかという質問

をしたら，電源を入れておくと，新聞のちらし広

告に類するものが次から次へと出てきて，紙くす

が増えて困つたと，しかも月末に紙代の請求がき

たから，腹をたてて切ってしまったというような

話があります。これは非常におもしろい話だと思

います。つまりフアクシミリ．つアックスは，今

では皆様のとこの職場でもあります。今では

フアックスがないと仕事ができなくなっている。

しかも．フアックスが入つたおかげで，仕事のや

り方がかなり大きく変わつたわけですが，フアク

シミリの泣きこころは家庭になかなか入り込めな

い。ですからフアクシミリのメーカーは今，こう

やつて家庭に入れるかということを虎視眈眈とね

らつているはすですが，まだ家庭に入らない。そ

の理由が三鷹・武蔵野両市の実験でわかったこと

です。

　それからもう1つは，テレビ電話がごうもうま

くいかなかったという話があります。テレビ電話

にもし私が加入すると，だれかが私の所に電話を

かけてきて，私が受話器をとったとたんに私に電

話をかけた人の目の前にあるブラウン管か知りま

せんが，要するにディスプしイに私の顔だけでは

なくて，服装も姿勢も部屋のたたすまいも全部

映ってしまうわけです。ですから，自宅に帰つて

も背広を着て，ネクタイをして，正座して部屋を

きちんと整頓しておかなければいけない。これも

いわれてみればなるほとのことで，うまくいかな

かったわけです。

一 先が見えない低成長時代一

　これも電電公社NTTの悪口を言つているので

はなくて，日本が非常に難しい所にきたというこ

との表れだと思います。と言いますのは，三種の

神器，3Cの時代は，何10年か前にアメリカで大

成功した物を日本へ持ち込んだ。人間はとこの国

でもそう違ったものではないし，特にアメリ力人

や日本人は新しい物が好きだということでは似て

ると思います。だからアメリカで成功したものを

日本に持ち込めば，成功することは初めからわ

かつている。だからそういう新しいことをやって

成功する率，つまり，打率は9割とかそれ以上か

もしれない。だけこそれは日本がアメリカを追い

かけていた時代だからそうで，今では大体日本は

アメリカと並んだと思いますので，新しい物をや

ろうということは未知の中から何かを探し出すこ

とです。未知の中から何かを探し出す時には，お

そらく10個か15個のうち，実際にやつてみて，1

個か2個ものになれば上出来だということです。

だから9割もしくはそれ以上だつた打率が1割台

に下がつてきた。そのことがたとえば電電公社N

TTのやった実験でわかったということです。最
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近NTTは他のことでしきりに話題になつていま

すが，非常に残念です。お金をかけて積極果敢に

新しいライフスタイルの実験をやつて見事失敗し

たということは，もっと評価されなければいけな

いというふうに私は考えおります。そういうふう

に新しいライフスタイルを探し出して，20世紀前

半アメリ力型ライフスタイルの行きづまりを打破

しようという動きはいろいろあったけれこも，な

かなか手がかりがつかめなかつたということです。

ですから，先が全く見えない，濃い霧がかかって

視界がゼロみたいな状態ずっと続いていたのだろ

うと思います。それが低成長時代だと思います。

4．新しいライフスタイルの
手がかり

rVTR」rCD」の普及一

　これから申し上げることが一番のポイントで，

したがって一番間違つている可能性もあつて，も

し間違つているとこれから皆さんに顔を合わせる

のがつらいわけです。私が一番申し上げたいこと

は，そういう行きづまつて先が全く見えない状態

が最近になつてちよつと変わってきたのではない

かということです。とはいうものの霧が全く消え

て快晴になつて前の方がはつきり見えるように

なったということではないのです。しかしおぼろ

げながらも霧がうすれて先が見えるような気がし

はじめたという辺までは変わつてきました。そう

考える根拠は非常に単純で，ハイテクが長く議論

先行型で一向に実を伴わなかつたのが，最近に

なってやっと実を結びはじめ，ハイテクが結構

ヒット商品を出揃わしたのではないかということ

です。この場合のハイテクというのは，だいたい

バイオ，エレクトロニクスを考えればよろしいと

思います。バイオテクノロジーはまだ実験室，研

究室の段階で産業の表舞台にはほとんと登場して

いないと思います。この近くの岡崎市にバイオの

研究所がありますけれご，まだバイオというのは

研究所のやつている段階なんです。新素材はこれ

は非常に話題になっておりまして，素晴らしい素

材がいくつかでてますが，素材は素材ですから，

それだけでは新しい商品になりません。だから新

しいヒット商品について，マイクロエレクトロニ

クスを中心に考えるのがいい。マイクロエレクト

ロニクスで新しい物を作ろうという時に，あると

ころに新素材を使うと非常にうまくいくというよ

うな形で考えることができると思うんです。ハイ

テクをそういう意味で考えますと，一番古いヒッ

ト商品はVTR（ビデオテープレコーダー）です。

VTRがなかなか普及しない感じだったのが，最

近では日本の5・6割の家庭に普及した。そこで

頭うちになつたんじやないかという感じがします。

ですから，まだ半分近い家庭はVTRをもってい

ないのですが，しかしもっている家庭について言

うと，テープをレンタルで借りてきて，毎日のよ

うにいろいろなものを見るということ，特に若い

人を中心にして完全に生活の中に定着しています。

これは，何年か前まではなかったことですから，

新しいライつスタイルだと思います。

　それから，もう1つ気がつくことは今レコード

が急速に変りつつあるということです。LPがC

D（コンパクトディスク）に変りつつあるわけで

すね。したがってプレイヤーもすっと昔は「電

畜」と言ったのですが，大きなプレイヤーが小さ

いCDプレイヤーに変ります。　LPとCDとこっ

ちがいいかということは，私は音痴ですからわか

りませんが，私と同年輩の友人で音楽が好きな人

に聞いてみると，「CDもいいけれこもLPもま

だ捨てがたい」といいます。ところが私のゼミ

ナールの学生，つまり若い人たちに聞いてみる

と，文句なしにCDの方がいいといいます。　LP
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とCDを比べるとCDの方がコンパクトで扱いや

すい，音が非常にいい，それから何回も使っても

雑音がはいったりしないということで　明らかに

商品特性としてはCDの方がLPよりも格段によ

い。やがてLPがCDに完全に置き変わるだろう

というふうに考えています。私と同年輩の音楽好

きの人がLPもまたすてがたいというのは，音そ

のものではなくて，その曲に青春の思い出がから

まっているから捨てがたいのだろうと考えられま

す。そのCDに映像をくつつけるとLD（レー

ザーディスク）になるわけですが，レーザーディ

スクはまだ家庭に入ってないと思いますが，今あ

れを家庭でもっている人はよほこのカラオケマニ

アで普通の人はまだ買ってない，ということはカ

ラオケ酒場ごまりです。しかし，しばらく前に電

気屋さんの勉強会に呼ばれて行つていろいろ話を

伺ってみたら，レーザーディスクが家庭に入らな

いのはまだディスクが若干扱いにくいということ

です。あれをもうちよっと扱いやすくしたら必ず

家庭に入るということをいっております。そうだ

ろうなと思います。

一
家庭生活に入り込んだヒット商品一

☆ワープロ

　それから，あと高品位テレビ（ハイビジョン）

がやがてテレビにとって変わるだろうと思います

が．新しいマイクロエレクトロニクス系のヒット

商品の中で非常におもしろいのが，パソコンと

ワープロなんです。パソコンはひところ大変な

ブームで，各家庭にパソコンが入りかねない勢い

をみせた時期があったんですね。それはなぜそう

いうことになったかというと，パソコンメーカー

が脅迫のマーケティングをやつたから，こういう

脅迫をしたかというと，世のサラリーマンの人を

相手にして「職場にこれだけコンピユータが入っ

てくるとtコンピユータの時代で家庭でもパソコ

ンを常に置いておいて，それを自由に使いこなさ

ないと時代に取り残されるぞ」と脅迫したんです。

脅迫に負けたサラリーマンが競つてパソコンを

買った時代が数年前にありました。その時代に

買つたパソコンが，ほとんご今は押入でほこりを

かぶつているのではないか。だからパソコンプー

ムは不発に終ってしまいましたが，ただほこりを

かぶってない数少ないケースのほとんとが，ワー

プロに使つているケースです。ワープロソフトを

くつつけて，ワープロ用に使っている。というこ

とはパソコンは家庭に入らなかつたけれこも，

ワープロは完全に家庭に入ってしまいました。

ワープロはすごく新しい商品で，日本語ワードプ

ロセッサーで第1号の発売は10年前だと思います。

東芝が第1号機を作って．その定価が630万円

だったという話です。630万円ではなかなか家庭

には入りません。私は第1号を見たこともさわっ

たこともないけれごも，今の10万円前後の機械よ

りは性能が悪かったんではないかと思われます。

だとすると，OAだとしてもよほこ物好きな職場

がそれを買う程度ではないかと，思つていました

が，ごんごん値段が下がって性能が良くなり，第

1号機が出てから数年後に家庭に入つた。この

ワープロが家電になるきっかけを作ったのが，や
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はり東芝でした。東芝の「ルポ」という機械が画

期的だったというふうにいわれています。今では

随分家庭に普及して，日本でワープロを使いこな

している人々のかたまりがいくつかあるのです

が，その中の1つが中年の主婦だということが非

常に大事だろうと思います。中年のおばさんが結

構がんばつているということで，それに比べると

中年のおじさんはかなり遅れました。なぜ遅れた

かというと，職場で部下にやらせて，自分でさわ

らないからだめです。私のように大学とか研究所

に勤めていて，しかも文化系ですと職場には部下

がいなくて，全部自分で本来はやらなければいけ

ないのに．私の同僚で同年輩の人は奥さんにやら

せているケースが非常に多いということです。日

本の主婦，中年の主婦が，なんの必要に迫られた

わけでもないのに果敢にワープロに挑戦して，見

事それに慣れて使いこなせるようになったという

向上心というのでしようか，挑戦意欲チヤレン

ジ精神というのは実に立派なものだと患います。

せいぜい使っていることは同窓会の名簿の整理ぐ

らいですが，それでもちやんと使つてます。やっ

ぱり素晴らしいことが起こったなと思うわけで，

最近のマイクロエレクトロニクス系ハイテクの中

で一番画期的な商品はワープロではないかという

人がいます。私もそうではないかと思います。な

ぜかというと，ワープロに日本人がなかなか慣れ

にくいのか，何が恐いかというと，キーボードが

恐いのです。英文タイプライターの経験者はよい

のです。それは日本人の中でごく一部だから，そ

ういう経験のない大部分の人にとってはキーボー

ドが最大の恐怖になります。キーボードの恐怖を

克服すれば，あとは簡単ということです。ところ

がキーボードというのは，実は情報通信系ハイテ

クの端末は全部キーボードです。だから中年の主

婦がキーボードの恐怖を克服したということは，

家庭にいろいろなものが入る突破ロが開けたとい

うことではないかと思われます。ワープロがこれ

からこうなるかということは，非常におもしろい

なと思いながら見ているのですが．ワープロに対

する社会通念がこう変わるか，今はワープロでは

失礼という社会通念があると思うのですね，ビジ

ネス用の決まりきつた文章はワープロでよいが．

ただここに誠意を込めようとすると，欄外に2・

3行肉筆で下手な字で付けたりします。プライ

ベートな手紙はワープロではいけないということ

です。主婦も同窓会の名簿の整理ぐらいに使つて

いるという感じですが，あと何年かするとワープ

ロでないと失礼ということになるのかなというの

が1つのポイントではないかと思います。私はそ

うなったらいいなあと思っている人間の1人です。

なぜそういうふうに考えるようになつたかという

と，非常に家庭の事情はお粗末でありまして，私

のような教師は学年末になると，たくさんの学生

の答案を読まなければいけないわけです。答案と

いうのは，なぜあんなに汚い字で読みにくく感じ

るんだろうと……，ああいうのを何枚も何枚も読

んでいると，つくづく世の中がはかなくなってき

て．これがワープロだったらさぞよいだろうなと

思ったのが，そういうふうに考えるようになつた

きっかけです。ですから，ひよつとするとあと何

年かするとワープロでないと失礼というような時

代になるかもしれません。そういう話をNHKの

プロデューサーにしましたら，それは可能性があ

ると言いました。というのはN卜「Kでも変化が起

こったということです。彼は現役のプロデユー

サーですからまだ若いですが，彼が言うには，彼

等が実際に番組を作る時には，まず企画書を出し

て，それを上にあげて，上司の決済を得てから動

き出すわけですね。上司はだいたい年をとってい

ます。彼が言うには何年か前までは，手書きでな

いと通らなかった。ワープロだとつつかえされた

といいます。手書きでも汚なければ汚ないほこ通
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りやすかつた。汚なければ汚いほご苦労したとい

う錯覚を上司に与えていました。ところが，何年

か前から逆になつて，手書きはだめで特に汚いの

はだめで，ワープロでないと通らなくなったとい

う変化が起こりました。これを解釈してみるとこ

ういうことかというと，年をとった上司というの

はT年をとつてから新しいものに対する抵抗が非

常に強いということが1つあると思います。とこ

ろが他方年をとつているから，目がだいぶ弱って

きて，視力に問題があることが第2点。だからは

じめのうちは新しいものへめ抵抗感の方が視力の

弱さを上回っていたのですが，だんだんと視力の

弱さの方が強くなつ’こきて，やつばり読みやすい

のがよいということで，ワープロになりました。

私は新しいものが普及する時は，こういう時だろ

うと思います。便利なものは必す普及するという

ことだろうと思います。そういうことですからあ

と何年かして，ひよっとすると変わるかもしれな

い。ワープロでないと失礼とまでもいかなくて

も，ワープロでも失礼でないというところまでい

かなくてはいけないと思います。

　ところで，字を書いて文章を作るということ

は，我々のライフスタイルの中心の1つだと思い

ます。昔からそうだったと思うんですが，情報化

時代，情報化社会になると，ますますそうであろ

うと思います。情報化とかいうと難しいんです

が，要するに国民の知識水準が非常に高まってき

て，そういう知識水準の高い人とやりとりすると

いうことだというふうに考えると，情報化すれば

するほと文章を作つて文章をまとめるという行為

は職場だけでなくて，家庭生活にもだんだんと重

要性を増すだろうと思います。そうすると．日本

でかつては文章を作るのに毛筆でやっていました

が，明治になつてペンが入ってきて，初めはおそ

らくペンだと失礼だっただろうと思います。とこ

ろが，ある時からペンでも失礼ではなくなって筆

とペンの併用時代がすつと続いてきました。ごく

最近になつてというか，かなり以前からかもしれ

ませんけご，毛筆を使えない世代が出てきて，私

は昭和初期の後半ですが，私たちぐらいの世代か

ら筆が使えなくなりました。今日は大丈夫なんで

すが，講演にうかがうと筆と硯が出てきて，何か

書けといわれて逃げ回り，苦労することがよくあ

ります。というのは私は筆で字を書けないのです。

ですからペン専用になつてきてるのです。そこヘ

ワープロがどの程度入るかということは大変おも

しろいことです。これはライフスタイルの基本的

になところから大きく変わるということではない

かと考えるわけです。以上がパソコンとワープロ

なんですが，なぜパソコンが失敗してワープロが

成功したかということは，パソコンというのは素

晴らしい機械ですが，素晴らしすぎていろいろな

ことをやりすぎるので，扱いにくいのです。それ

を文章を作るという1つの機能だけに絞つて使い

やすくしたのが，ワープロの成功だと思うんです。

だけこもおもしろいことに，最近のワープロはま

たいろいろな機能をくつつけてパソコンに近づい

ているのです。それはおもしろいもんだと思いま

す。しかし，ワープロと同じように，パソコンの

いろんな機能を1つだけに絞つて成功したものに

つアミコンがあります。

☆フアミコン

　フアミコンというのはゲーム用で成功して，任

天堂のフアミコンがアメリカですこい勢いで売れ

ているように聞いていますが，日本ではだいたい

普及しつくしたということです。フアミコンは

ゲーム用かと思っていたら，去年ぐらいから証券

会社が，つアミコンに目をつけて電話回線で各投

資家の家庭と会社とを結んでつアミコンを使って

株式投資をやるようになつて二きました。株式投資
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をすることは財テクとかマネーゲームとかいろい

ろな言葉でいいますがt私はそういうような言葉

で，ややからかいぎみにいうのはあまり賛成では

なくて，日本人はみな豊かになったので，だれも

がそれなりの蓄えを持つようになつたからそんな

現象が生まれたのだと思います。ある程度の蓄え

ができれば，それをこうやつて運用するかという

ことは，おそらく人生の必修科目であると思いま

す。その必修科目をまだ習いはじめて間がないか

ら，失敗する人がでる，それが豊田商事事件で

あつたりするのです。やがて，日本人もそれをき

ちんとマスターするでしようし，身につけること

でしよう。ですから，一擬千金というものは，や

やうわついた話ではなくて，もっとまじめな話だ

ろうと思います。そういうところヘフアミコンが

入ってきた，やつばり世の中が変わるのだろうと

いう感じがします。以上が家庭生活まで入りこん

だヒット商品です。そのヒット商品のことを

ニユーハードという言葉で2年ぐらい前からいう

ようになってきました。ニユーハードという言葉

が生まれたこと自体がハイテク系のヒット商品が

結構出揃ったという1つの証拠だろうと思うわけ

です。家庭にはまだ入つてないけれこも，職場に

は完全に入って，職場の必需品になつて，しかも

仕事のやり方を大きく変えてしまったので，1番

古いのは何かというと，今当り前すぎて忘れてし

まつているのですが，実はコピーの機械です。

☆最初のOA商品「コピー」

　コピー機は昭和30年代ぐらいから出はじめまし

た。コピー機が入る前には，いつたい書類のコ

ピーをとうやっていたかというと，4個か5個だ

とカーボン紙でやつていました。部数が多いとガ

リ版をきつて透写日］刷をしていたのです。コピー

機のおかげでカーボン紙と透写日］刷がなくなり，

すごく楽になつてきました。しかし，コピー機も

はじめのうちは本当に使い物にならなかったとい

う記憶が私にはあるのです。ところが，そのゼ

ロックスのOA機械は，今なおとんごんと安くな

り，しかも性能がよくなってきています。ただ必

すしも家庭には入らない。家庭を個人用というの

で，ミニコピーというのが去年あたりから出はじ

めたのですが，4センチから5センチぐらいの幅

のものだったら，こするとコピーができる。私

も．人にもらつて使ってみましたが，あれはおも

ちやです。あれはだめだということで，コピーは

家庭には入らない。新しいところでは先ほこ申し

上げたフアクシミリは，仕事のやり方を大きく変

え，しかもそれがないと仕事ができなくなってい

ます。

　それから，かなり前から進んでいて，これから

もこんごんと進むのは，ワープロといいますか，

ワークステーションというのでしようか，よく知

りませんけとも，要するに小さなコンピユータを

ほうぼうに置いて，それをつなぐとこれまで出来

なかったことがいろいろ出来るようになつたとい

うことです。

一 ヒットが2～3本続けばホームランー

　ただ，私が見て思うのは，皆さんも同じだと思

いますが，最近のそういうヒット商品，以上を数

え上げた商品はごうもかつての三種の神器と比べ

て小粒です。小粒でパンチカが小さい。だから三

種の神器，3Cを大型のホームランだったとする

と，最近のヒット商品は中型の2塁打というわけ

です。ホームランと2塁打の違いはこういうこと

かといいますと，ホームランというのは普及率が

100％を超えてもこんとん普及していくというこ

とです。たとえば，今テレビの受像機は各家庭に

2つ3つあるケースが珍しくありません。そうい
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うのを全部力ウントするとテレビの普及率200％

とか300％になつているわけです。車ですが．車

は大都市ではだめですけれごも，田舎へいきます

と．耕運機までいれると1戸に5・6台の車があ

ります。そうすると，これも全部力ウントする

と，100％を超えてこんこん普及率は上ってきて

います。ところが，最近のハイテクのヒット商品

というのは一番古いVTRでも5・6割で，だか

ら結果100％にとこかない。ですから，かつての

三種の神器，3Cというのは，いわばホームラン

を3本打つと高度成長を10年間引っ張っていくと

いう話だとすると．2塁打3本ではとてもだめだ

ということです。ただ2塁打も数本かため打ちす

るとホームラン3本と同じくらいの点数が入りま

す。ややそういう雰囲気になつてきたのではない

かというのが，私の申し上げたいことであります。

一
操作が簡単になれば

　　　　　　大型ヒット商品になる一

　それでは最近のヒット商品が，なぜ大型でなく

て，中型にとごまっているかというと，使い方が

難しいからではないかと思います。三種の神器．

3Cの中で一番使い方が難しかつたのは車だと思

います。車は教習所へ行つて練習して試験にパス

しなければいけない。他のテレビにしても洗濯機

にしてもスイッチ1つで動かせれる。ところが，

最近のヒット商品はVTRにもいろいろな機能が

ついているから，大半難しいだろうと思います。

したがつて，私は我が家のVTRを使ったことが

ない。私がさわると壊すような気がします。だか

ら，子供にたのんだ方がよいということで，さ

わったことがありません。使い方が難しいという

ことが最近のヒット商品の限界ということです。

しかし，そうであるだけに日本にとって有利では

ないかという気がします。よくいわれるように日

本という国の特色はすばぬけた人はあまりいない

けれこも，平均の知識水準が非常に高い。しかも

中のばらつきが小さい。だからかなりいろいろな

事を知つた人がいっぱいいるということが日本の

特色です。そういう社会だから中年の主婦が，何

の必要性もないのにワープロに挑戦して，見事に

マスターしてしまつた，そういう事が起こるので

す。そういうのが日本の特色だとすると．日本は

有利だという感じがするのですが，今のところや

やバンチカに欠けるところがあります。それが問

題点です。しかし，他方日本人としての立場から

すると，最近のハイテクヒット商品には非常に力

強い点もあります。それはいったいこういうこと

かといいますと，日本が国際競争率が抜群に強い

ということです。こういうものの数字がなかなか

つかみにくいんですが，私が自分で調べ，人に頼

んで調べてもらつたので，ごうも確からしいこと

をいいますと，たとえば，フアクシミリは今世界

の全生産の95％が事実上日本企業が作っていると

いいます。事実上というのはですね，日本のメー

カーが日本の国内で作るのはもちろん入れるので

すが，その他に日本の企業が海外へ行つて海外工

場で作つているのも入れるのです。それから，外

国の企業に技術を提供して作らせているのも入れ

る。それにしても95％というのはすこいなあと思

います。日本でいくつのメーカーがフアクシミリ

を作つているか知りませんが，おそらく15か20ぐ

らいの会社があるのではないかと思います。外国

メーカーで自社技術でフアクシミリを作つている

のは，フランスのドンソンという会社1社だけだ

ということです。

　それから，次にコピーの機械ですが，コピー機

ではこれはゼロックスというのが本家本元で．コ

ピー機のことをゼロックスというふうに言うぐら

いです。ゼロックスはアメリカの会社ですから，

アメリカはシェアが高いかというとそうではあり
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ません。ゼロックスは大企業ですから，世界各地

にゼロックスのグループがあって，日本では富士

ゼロックスという会社があります。ゼロックスグ

ループの中で，富士ゼロックスが一番優秀だとい

う話が前からあつたんですけれこも，数字でいい

ますと，世界のコピー機の9割，90％が事実上日

本の生産だというんです。これもちよつと驚くべ

きことです。自社技術で作っている外国メーカー

は本家本元のゼロックスの他にコダックとIBM

です。合計3社だけだと思います。それから大型

機は別にして，中型機及びそれより小さいものは

日本製しかないといいます。

5．日本が21世紀型ライフスタイル
を作る

　それから，VTRはかつて日本のお家芸だとい

われたのが，最近NlESですね，韓国，台湾等

の追い上げで．VTRもやられかねないというよ

うな感じがしますが，それはごうも達うのではな

いかと思います。NlESシヨップというものが

あって．NlES製品のいろいろなものを売って

いる店が大変話題になっていることがあります

が，そのピークが去年の夏だつたというふうに思

われます。最近NlESシヨップは全然売れない

ようです。私はNHKテレビの大阪から西だけで

やつている番組で．そのNlESを取り上げた時

に呼ばれてちよつと出たのですけれとも．その時

取材してきた話をいろいろ聞いてみると，最近で

はNlESシヨップの売り上げビッグ3を上から

あげると，第1位がキムチ，第2位が朝鮮人参入

りスタミナドリンク，第3位が韓国製カップヌー

ドル。要するに特産品です。京都の八つ橋みたい

なものが売れているという話です。電気製品は売

れなくなりました。実際にスタジオにずらっと並

べたんです。CDプレーヤーを例に韓国製品と日

本製を並べると見比べただけで，やっぱり売れな

いだろうなという感じです。私は自分のゼミナー

ルの学生に何人かにNlES製の電気製品はもっ

ているかと聞いたら，だれももっていません。な

ぜ買わないのかと聞いたらt「安すぎて気持ちが

悪い」というのです。つまり産業革命を起こすの

に成功した国というのは，地球上に数えるぐらい

しかないわけです。大ざつばにいうと，ヨーロッ

パの北西部，ヨーロッパでも南とか東の方に行く

とまだ産業革命をやつていないみたいです。ヨー

ロッパ北西部の国々と，その出先これは北アメ

リカで，カナダ，アメリ力合衆国がそうです。お

よびオーストラリアと日本だけなんですね。これ

まで産業革命が起きたのは。世界に100数か国，

200国近い国があって，産業革命をやっている国

はまだ10いくつか20とかそれぐらいです。産業革

命をやる国がなかなかあらわれなかったところへ

4つの国，地域が産業革命をやつてしまいました。

これは本当に素晴らしいことが起こつたのです

が，だから日本がすでにやられてしまうという話

ではないというふうに考えます。やつばり隣の

国，近い国のことはよくわからない，なかなか客

観的に見れないということはおそらくあると思い

ます。

　たとえば，韓国についてこういう議論を日本人

がやってきたかというと，10年15年前は韓国は世

界最低の国だというようなことがマスコミでいわ

れ続けてきました。たとえば，その当時朴大統領

が大変な独裁政治をしており，「軍事独裁はけし

からん」ということでしきりに議論していました。

だけご，その当時私は韓国は素晴らしし、国だとい

うふうにほうぼうで言って歩いていました。それ

は軍事独裁政権というけれごも，先進国以外はほ

とんご全部そうです。文民が，国民の基本的人権

をかなり保障して民主政治がやれたのは先進国だ

けだというのが，客観的な事実です。韓国もその
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一例にすぎないのに，韓国だけはひごい国だとい

うような議論をすつとやっていたわけです。おそ

らくその反動でしようが，最近は韓国については

誉めすぎていると思うのです。過大評価をしてい

るのです。ですから，10年15年前に私は韓国は素

晴らしい国だとふれまわっていたのですが，最近

ではたいしたことはないということをふれまわる

のです。ごうも近くの国というのは，客観的に見

れない。VTRもまだ日本は強くて，全世界の8

割は日本製です。ご承知のようにアメリカの電気

メーカーはVTRを1台も作つてないのです。ア

メリカの電気屋さんとかスーパーに並んでいるV

TRはいわゆるキヤプティプ輸出というやつで日

本のメーカーが作つて、それにプランドだけはア

メリカのブランドをくつつけてやつたのです。私

は理科に弱いから，この辺になると話があやしげ

になるのですが，VTRの技術というのは大変な

ハイテクなんです。技術も日本の方がある面でア

メリカを追い抜いてしまって，アメリカがあわて

ているということです。というふうに考えると，

日本のマイクロエレクトロニクスにおける圧倒的

な強さに気がつくわけです。

一 日本製品の強さと貿易摩擦一

　これが短期の問題については困った話だと思う

のです。過去何年かそうで，今もそうであります

が，日本にとつて一番やつかいな問題は貿易黒字

で，アメリカとの貿易摩擦です。内需拡大と市場

開放に努力すれば日本の貿易黒字がなくなるとい

うことが書いてあるわけです。それがたてまえ論

にすぎないということは，発表当時からわかつて

いたことですが，もう今では，かなり大びらにい

うようになりました。レーガン大統領がかなり常

識はずれの経済運営をやつて，いわゆる双子の赤

字をだした。つまり財政と貿易に大赤字を出した

ということは，言い換えるとアメリカは自分の実

力以上の生活をしています。そこのところを治し

てもらわない限り，貿易摩擦は絶対解決しないと

いうことはわかりきった話です。そうであるとこ

ろへさらにハイテクにおける日本の強さというこ

とがプラスされますと，ますます，日本の貿易黒

字はなくならない。貿易摩擦は解消しないのでは

ないかということになるわけです。たとえば，

フアクシミリは日本の企業が世界の95％を作って

いるわけですが．フアックスの前で同じようなこ

とをこういう機械でやっていたかといいますと，

テレックスです。テレックスというのはアルフア

ベットしか打てないので，アルフアベットで言葉

を書いている国はそれでも便利ですが，日本の場

合にはローマ字ですから，非常に使いにくい。テ

レックスが日本人にとって特に使いにくいから，

日本で一番早くフアックスが普及したのではない

かと思われます。しかし，日本以外の国ではテ

しックスとつアックスを比べたらフアックスの方

がはるかによい。つまり図面でもなんでも，書類

もまるごと送れるわけですから，ワアックスの方

がはるかによいわけです。したがって，去年あた

りからアメリカ，ヨーロッパでつアックスが普及

しはじめたらしいんです。結果アメリカ，ヨー

ロッパで企業がつアクシミリの機械を買おうとす

ると，日本製しかないのです。日本の輸出の中

で，たとえばフアクシミリの輸出が爆発的に伸び

ている。そういうものがいくつかあるとすると，

日本の輸出の伸びがなかなか止まらない。日本の

輸入は最近ものすごく増えているのです。これだ

け円高になったから，輸入品の方が安いものが次

から次へと出てきて，輸入はとんとん増えますけ

れこも，輸出がなかなか止まらないものですか

ら，日本の貿易黒字もなかなか減らない。対米貿

易黒字もなかなか減らない。こういう状態がこれ

からもしばらく続くだろうというのが私の予想で
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す。

　しかし，長い目でみると日本にとつて大変いい

ことだと思われます。要するに一番新しい分野

で．たとえば．今後もとんごんと売り上げが伸び

そうなところで，日本が抜群の競争力や，抜群の

技術力をもっているということは日本人として大

変うれしいことだということになるわけです。

　ですから，ひよっとするとその20世紀前半アメ

リ力型ライつスタイルが行きづまってから，なか

なか突破ロが見い出されなかつたが，ごく最近に

なってやっと様子が変わつてきて，突破ロが見え

るような感じがしてきました。そのことが全世界

に先がけて日本で行われるという可能性があるわ

けです。ですから．21世紀型ライフスタイルは今

日本人が作り上げるのだということが，私の最も

強気なシナリオです。これはもし間違つていた

ら，皆さんに顔が会わせられないですが，その時

には是非お許しいただきたい。しかし，とうもそ

うではないという気がするわけです。そういう大

きな変化があるから，今回のように円高不況がこ

こまで泥沼化するかという真つ暗な状態だったの

が，全く思いがけす急速に景気が回復して，それ

が10数年来なかった大型の好景気につながつた理

由があると思われます。そうでなければ説明がつ

かないというのが私の意見です。

6．新しいライフスタイルの担い手
は若者

　実は新しいライつスタイルには担い手の問題が

あります。あとちよっと時問がありますから担い

手のことについてお話しいたします。新しいライ

フスタイルといってもヒット商品がいろいろ出そ

ろつたという角度でお話をしたのですが，ヒット

商品が出そろったということは，それを使う人達

がいる。新しいライフスタイルを作る時にその担

い手は若者だろうと思われます。中年の主婦が

ワープロに挑戦するということは立派ですが，所

詮限界があります。ましてや中年の男性はもっと

限界があります。若者が担い手になってくると思

います。人類はこれまでいくつかのライフスタイ

ルの変り目を経験してきたと思うのです。大きな

変り目が時々あります。その時にたえず，担い手

だつたのが若者だろうと思います。若者というの

は25歳ぐらいより若いだろうと思います。若い人

は新しいライつスタイルが出てきた時にごういう

態度を示すかというと．ごく小数の努力家がい

て，一生懸命努力してついて行きます。若者は楽

しみながらやることを努力してついて行く。だけ

こそれはしんごいですから，大多数の人はついZ

行くことは初めからあきらめるだろうと思われま

す。あきらめた上でこういう態度をとるかという

と，あきらめた人の中でかなり多くの人が，新し

いライフスタイルの悪口をモーレツな勢いで言う

というのが，これまでのきまりきつた傾向でした。

最近新人類論というのが流行つています。新人類

という言葉を使う時はだいたい悪い意味で使うの

ですが，これはやはり新しいものについて行けな

い年老いた人の繰り言，若者に対する嫉妬と，そ

ういう部分がかなりあると思います。

　実はlNSは失敗したといいましたが，これは

NTTがやったINSが失敗したということで．

ごうもNTTとは別の所でlNS的なことがごん

ごん広がっている気配があります。というのは，

私はある企業で20代の若い人達を対象にして講演

して，さっきのようなlNSの話をしました。　l

NSが．なぜ失敗したかというと，私はこの理科

系のエンジニアがつつ走って，文化系の人の意見

を聞かなかったから，人の心がわからなくて失敗

したんだろうと一言ちらっと言いました。そうし

たら，そのことを聞いてくれていた若いサラリー

マンが，あとで何人か私の所へきて，「我々は先
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生とは違う意見をもっている，若者の意見を聞か

なかったから失敗したのだと思っている」という

話をしてくれました。その時に聞いた話が，大変

おもしろいので紹介します。要するにINSとい

うのは，NTTの商売という観点からいくと，電

話をいかに使わせるかということです。今までは

話をするだけに電話を使った。しかしTもっと他

のいろんな事に電話を使わせたいわけです。なか

でも，留守番電話というのは，若いサラリーマン

で，特に一人住いをしているような人の間ではほ

とんご必需品になっているということのようです。

留守番電話がない時にはできなかったことで　留

守番電話のおかげでできるようになったことがい

くつかあるというのです。その中のおもしろい例

は，最近東京だけの話かごうか存じませんが，若

いサラリーマンの間でホテルのデラックスな部屋

のスイートルームでパーティーをやることが流

行つている。スイートルームでパーティーをやる

といろんないいことがある。ます部屋が豪華，

リッチな雰囲気が楽しめる。2番目にホテルです

から，あくる日のお昼までゆっくりやれて2次

会，3次会も心配しなくてよい。それから，第3

番目に食べ物や飲物を持ち込みでやると1人

3，000円ぐらいでやれて，大変経済的だというん

で流行っているのだそうです。しかしtこれは留

守番電話が普及したからできるようになってきた

と言うのです。つまりこういうことかといいます

と，パーティーを何々ホテルでやるということ

は，はじめから部屋を予約すればいいのですが。

部屋のルームナンバーはホテルにチエックインし

なければわかりません。ですから，当日チェック

インしてはじめて部屋の番号がわかります。皆で

一緒に行けば部屋はわかりますが，ばらばらにき

た時はルームナンバーがわらかない。スイート

ルームはそういう目的のために作ったのではない

わけですから，フロントにあんまり聞きに行くと

あやしまれます。ところが，この困ったことは留

守番電話で一挙に解決したのです。幹事役が6時

からのパーティーの時は4時半か5時にチェック

インして，そこでルームナンバーがわかる。一斉

に出席予定者の自宅の留守番電話にそのルームナ

ンバーを電話すると，各メンバーは出先から自宅

の留守番電話に電話をかけて，留守中に聞けます

から，6時に全員集まるということです。そうい

うふうな使い方をしているということです。

　NTTの書いた絵での素晴らしさは，要するに

買物も銀行とのお金のやり取りもいろんなことの

予約も医者にかかるのも教育をうけるのも，仕事

をするのも全部自宅でいながらにしてできて，外

出しなくてもいいということです。だから素晴ら

しいんですよというのが，電電公社NTTがいっ

たことだったんです。私はそれだとちよつとおか

しくなると思います。素晴らしいといわれたこと

を，もしいわれたとおりに全部まじめにやると，

来る日も来る日も早朝から深夜まで自宅にじつと

座つていなければならない。外出が不可能になる。

こんなうっとうしい話はありません。そういうふ

うだから失敗したんだということを私がいった

ら，若い人も「正にその通りだ。たとえば，今申

し上げた留守番電話の使い方というのも，そもそ

もだれも家にいない，会社にいるかもしれないけ

れこもいないかもしれない。若い人がふらふらと

方々を飛び回つていて，居所が一定しないから，

だから留守番電話が役にたつんです。電電公社N

TTのいつたことは逆なんです。」私も話を聞い

てその通りだと思つたんです。ですから，その辺

のライつスタイルがごんごん若者の手で作られつ

つあるのではないかというのが私の解釈です。労

使の役割のところまで話が行きませんでしけれこ

も，時間がきましたので私の話を終ります。ごう

もありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　【文責：事務局】
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分科会まとめ

糠

　昨日行われました第1分科会は，外国人労働者

の問題です。簡単に申しますと，まず外国人労働

力受け入れについては，第1点として，即断する

ことは危険であるということ。第2点といたしま

しては，これは受け入れの場合は雇用のみでな

く，宗教，生活慣習，教育，社会保障なご，長期

的なビジョンの作成が必要である。これも当然の

ことであります。第3番目はODAを活用しまし

てニーズ諸国の雇用の場をつくることの必要性。

それから，中小企業の労働条件の悪いのをそのま

まにして安易にこれを受け入れることは，さける

べきであるというご意見。そして，GNPが大き

くなった現在，受け入れの外圧が強まつてくる。

したがいまして，今後の企業・労働組合は行政と

一緒に協力しての対応が望まれているということ

です。その他よい意見がございましたんですが，

同志社大学教授

　（社）産研所長中條 毅

この第1分科会と第3の分科会とは非常に関連を

しておりますので，あとでまた15Nれてまいります。

　次に第2分科会の「人事，事務管理の国際比

較」ですが，ここでは韓国の他に諸外国の問題も入

れて発表していただいたわけでありますが，最後

が私は良かつたと思います。そして，韓国の問題

は韓国の政府の果してきた役割は非常に大きい

と，企業経営のやり方にまで政府の指導が基本的

になされてまして，その企業に対する対応として

労働組合運動が出てきたということ。それから，

西ドイツの問題もでまして，欧米企業における人

事管理の変化ということにふれまして．欧米諸国

は日本との国際競争に勝つために日本的な経営方

針を積極的に導入しようとする企業がいくつか見

られるようになつてきた。これは大きな変化であ

るということ。

　それから，第3点は非常に時間をかけておやり

になつた査定の問題ですが，人材育成と査定の問

題で，この査定をごう評価するかは重要な問題で

あるが，この査定を重視しすぎますと人事管理問

題の目的である人材育成を見落としてしまうので

はないかという意見が出されたということです。

そして，わが国の査定の問題でありますが，組合

の強いところは従来は査定はなかったんでありま
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すが，オイルシヨック以降，組合側も査定を認め

る方向に変わつてきた。この場合査定の基準とか

運用を公平にするために，組合と会社側と十分話

し合う努力をかさねてきていると。したがいまし

て，強い組合にも査定が併存するというこれまで

なかった形があらわれてきた，そういう討論が行

われたそうでございます。

　さて，この第2の人事管理の国際比較というこ

とにつきまして，ひとこと私が付け加えたいと思

いますが，この春の労使関係会議で論じられたこ

とで，少し頭に残っている大事なことは，ひとこ

とで串しますと，海外に進出する場合にマネジメ

ント層の育成それから基幹工の育成が大事なん

だと，これに力を入れようということが出ていま

した。問題は一般の海外における進出企業におけ

る現地での一般の従業員の育成管理は，かなりう

まくいつているけれこも，マネジメント層，上層

の方がかなり問題が多いと，日本から次から次ヘ

マネジメント層を出すわけにはいかない。それは

こちらが人材が不足であると。人材不足であると

いうことで向こうのマネジメント層を養うことに

力を入れようということはかなりでておりました。

つまり，進出というのは日本の平等主義で一般の

従業員に対してはうまくいっているのであります

けれこもtマネジメント層とか基幹工の採用過程

についてはなかなかうまくいっていないというこ

とで，上級人材の採用育成は今までよりも体制準

備が必要であるという意見がでておりました。特

に欧米で上級人材の管理に日本的なやり方を用い

ることは難しいということがでておりました。結

局国内，国外に通用する労務管理でなければいけ

ないという意見がでておりました。

　さて，第3の分科会ですが，「高齢化に対する

人事労務施設の研究」でしたが，これもいろいろ

意見がでたわけですが，65歳からの年金支給とい

う問題と65歳までの雇用の問題とそれに，関連し

て問題がでたように感するわけです。要するに，

高齢者対策も大事でありますが，高齢者対策より

も広く高齢化対策をやりましようということです。

そのためには時間，休暇，労働形態の摩擦といつ

たものを，特に中年層に考えていけという問題で

ありまして，賃金ももちろん大事でありますが，

健康とか生きがいの問題にむしろ重点をおくこと

が大事です。この健康については働く人達は若者

も年寄もかなりこれにウエイトをおいて，生きが

いは自分で見つけていくという傾向があるという

ことで，労働力行使の過程，つまり生産過程もも

ちろんこれも大事でありますけれこも，労働力の

回復過程，労働力の再生産過程を見落とすなとい

う問題がでておりました。

　さて，第1と第3は非常に関連をもっており，

1980年から2000年までの間に日本は55歳以上の労

働力人ロは600万人。つまり60％も増加する。全

体の4分の1は55歳以上になる。600万人も，

2000年までに増加するのです。今は60歳定年制が

6096ですけれご，55歳定年がまだ3割弱あるわけ

です。そういうところで，1の外人部隊を導入し

た場合に65歳までの雇用はいったいこうなるのか

という問題。これを考えなさいという問題は両方

に．特に第3セクションではでておつたわけです

が，日本は単一民族国家で国内に定住する異民

族，これは，だいたい韓国系，朝鮮系が80％であ

りますが，わすか88万です。ところが，新規留学

外国人は84年以降はこんこん増えておりまして，

毎年200万以上増えております。第1分科会でで

ましたが，中国は100万人の単位で日本に移民を

送りたいといっているということですが，これを

考えますと，少し基準をゆるめますと，今の10万

が1，000万になる可能性もある。そういうことを

考えますと，さっき申しました2000年までに55歳

以上の人ロが600万人増という問題とからんで，

日本はこれは高齢者対策高齢者雇用の問題をま
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ず考えるべきだというのは当然だと思います。

　1960年私がアメリカに留学しておつた時であり

ますが，1960年は世界に占めるGNPが日本は

3％で，アメリカは34％でした。ところが，1988

年では日本が14％で，アメリカが23％と非常に

変わってまいりました。1990年代ではもう日本は

20％になると，1ドル100円時代が実現すれば，日

本とアメリカは全く対等になるということであり

ます。この様に日本の経済力は大きいのです。

　中国の1人当りGDPが今日本の60分の1。日

本の大学初任給が15万円。そうすると60倍にいた

しますと900万です。大学初任給が900万だつた

ら，日本の大学生は900万円の国に流れるはすで

す。そして，その国でアルバイトやって勉強より

むしろアルバイトやって稼ぐのは当り前だと思い

ます。けれごも，中国はあのように閉めてしまい

ました。私はああいう閉め方に対して憤りを感じ

ておるわけでありますが，しかし，一連の中国の

歴史をみますと，清朝以来随分外国の権力ですた

ずたにされてきて，今60分の1の経済格差です

ね，これで民主化して開いてしまつたら，中国は

大変なことになるということで，おそらくかなり

歴史の上から見ますと当然の様な気がします。

　日本は今外国労働力をいれなければ経済は進展

できない。もっと経済を進展させるためにいれる

んだという理屈はもちろんありますし，いれざる

を得ない国際情勢はありますけれこも，むしろそ

うするとそれまでして経済水準を上げなくてはな

らないのか。むしろ経済大国でも病的な経済大国

よりも生活大国へ行くのがよいということに，

もつとウエイトにおいて考えなくてはいけないの

ではなかろうか。もちろん入れるというわけには

いきません，入れざるを得ない情勢がでてまいり

ますけれとも，この点は今労使がよく論議してつ

めるところではないかと思います。

全体まとめ

　さて，今日は宮田さんの話を朝からお聞きした

わけですが，いつも宮田さんの話を聞いて，私は

非常な迫力を感じます。学会で初めて．宮田さん

に熊本の全国大会で話をお聞きしましたが，昨日

根本さんの話を聞きました時にも感じたわけです

が，根本さんも宮田さんも実際に自分で考えて実

践して集団をひっぱっZ，実現成功させるんだ

ということで，我々が頭をひねって考えて発表す

るよりも非常な迫力を感じたわけです。迫力があ

りますし，実際実践してやった人の話でありtそ

して，それが成功した人の話ですから非常に説得

力があります。学会でも非常に感銘を受けました

が，今日も同じような感銘を受けました。退いて

からもよく見えるわけです。よくこなした話を，

していらつしやるということで，よけいに私は微

力を感じたわけでございます。資源の乏しい島国

日本でありますけれこも．我々の仕事が大きく世

界に通じているんだということをしみじみと感じ

させられます。

　最後に飯田先生は，「新しいライフスタイル」

をテーマにお話しをいただき今回のシンポジウム

の統一テーマにふさわしい，又，企業経営や労働

組合の今後の活動に対して多くの示唆を与えてい

ただいたと思います。

　つまり，一時期盛んに言われた，第2次産業衰

退論は，アメリ力的なライフスタイルの移入が一

巡した行きづまりの状況の中で生まれたものであ

り，ライフスタイルの変化をキヤッチし，技術革

新をうまくとりこんでいる第2次産業は健在であ

ると。また，その行きづまりを打開する新しい動

きもハイテク商品の中から除々に生まれているの

ではないかと指摘されました。若者のライつスタ

イルをこう企業にとりこみ，また組合もうけとめ

るかが．大切であると思うわけです。
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閉会にあたって

　今日，昨日にわたりまして，中部産政研を幹事

として第2回合同シンポジウムを行つたわけであ

りますが，組合が主体になりまして，労使，それ

に学が一体となつて，新しい労使関係を考えてい

こうという，こういう新しい構想をうちたててい

く会合の意義の深さを，ここで再認識させられま

した。この会を支えてもりた’こて下さつた皆様に

深く感謝いたしまして，この会を閉じるご挨拶に

代えたいと思います。ありがとうございました。
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